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1 がみ i 



巧 太 問題 i 言 ふ i 、 何 か 架空の 問组 か、 人種的 偏見 か なぞの やう じ 誤が して 
& る 人が ホる。 これ こを 大* .な 巧* ひで、 が 太 問題 こを、 吾 ♦の 请ぐ足 託へ 巧 
巧せ て 巧て ゐる巧 巧が 巧 力で ホつ て、 これな 上 じ 現 巧な 閒 題は をい 化の もので 
ホる 0 

6 太 人は、 一 ほ 世 巧を どうしょう ふして ゐ るか、 H み じどん な 化き かけを し 
てゐ るか。 巧 じ、 英米 佛 は、 猜 太の 帝 肉、 みく ともお 太の 巧 力の 許 じある i 言 
はれて ゐる〇 

第一み 世 巧 大巧を 企んだ の も お 太で あるし、 ロ ァ 革命を はじめ、 ル ゆる 化 
ホ まを 革命の 妻 じは， 彼らの 巧手が 動いて ゐ ると 郡 はれる。 

ヒブ トラ I 氏の 真み じ 裳つ まで もな < 、衡太 人は 地界が かの 巧 化ぶ で ホら、 



せ 巧 ホ 化の 陰謀家で ホる。 ヵィ ザ— をして、 世 ホ 大戟を お® せしめた の もが 太 
人で ホる し、 をの 間ロ シア 革が をき 巧せ しめたの も、 义 ドィツを 玻 なまで 叩き 
のめした の も、 がかを 潑の 委員 も、 阐巧 聯盟のを おも、 化て 猶太んで ぁる。 勿 
^|ォ1スタリアとドィプやフラ ン ス をポ化したのも、 お太乂でぁる。 

询に 、怖るべき、 せむべき 闲 巧が 密 力で々 つて、 わ i へぱ 今み の 支那 おおの 
背 巧 じ廉る ものは、 凡て お 太の の もの ばか 6 だ。 

これが、 草を 分けても 硏 巧すべき、 通大閒 遇で な < て 何で ぁらぅ。 お 巧が は 
つきら しなければ しない 程、 化ら のが 密は 大きく 巧い ので ホる。 

日 木 こを、 アジア こを、 辭乂じ 巧され ては をら の‘。 

なたち は、 人 巧 的 技巧的な おな どは、 みし も 持つ ては ゐ ない。 お 太 人の 化 
をな 倒す る ものでは なく、 世 巧の やかを 进 し、 人 巧に 向つ て 飽< を U きを 虎 行 
島を おけ、 正を 仁 復をお 巧で 巧み ほる お 太 人を、 が# する のみで ホる。 


この 小 文は、 こ〜 ミ 四 年 巧 じ、 巧を々 る 侍 じ 巧 表した 义 章の 一部を 械 めて 兒 
たもので ホる。 

今み 支那を 獲が、 皇闻 じれつ て、 どれ 混の 巧 大忱を 持つ かを 誠つ てなる、 ヶ 
は、 少 <- U ら その 巧 巧の あ 太 巧 强を兵 劍じ取 とげる であらぅ と 化つ だので、 ど 
ちらか i 云 ふと、 この 問題の 硏巧 では、 素人で ホら ぅおが、 巧て 本葬を かし 
て 大方の 諸 巧 じ、 おへれ ホ 巧で ホる。 
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1 ま 巧な 入に n る 巧 

巧 あは， 美しい 詩の やうを 倘 である。 

あから， ピク トけア かまで •巧が たる 掛 木に をはれ， その 間に 巧巧荣 乎の やうな 化 构をホ 
•へた おめ はお ま おおから 生れた 巧 伽話の なの や ゥガ。 

か 巧 お 雨が 卜 •つた ぱ かりの 時は， 山の 巧が が* しいなに 映ぇて 「夕の 息」 もで も 逆し わち 
畫 でもなる やうで あつた。 が •正午に をる A 、 ホガ 思の 威力を えは ない 乂 陽に 化が され こ， 
巧 やわし い 黄を の 山と 化して T つた。 をして •夕 をが 米る と •む況 をの おを かを とし、 ベが 



内 

的な 化 ホのを fc 巧を とした 巧 おはが ホから ォ パ— ルに をれ てりつ た。 

やがて， 使が ホ， ビクトリアを 山に 巧がん ると •まるでが の闲の やぅに 巧 化されて 卜 が‘. 一。 
なかで •ザ かを が齡 。 

けれ 共’ この 詩の お 巧 おは •巧は ち W のまが 化 化の 义腳 であり •かがれ 巧の が 巧 化で ある 
A がに’ かや •を 蝴の巧 日 巧備の 「巧战 の 巧」 むむ である 0 

港には •连〜 巧〜 養の— 巧攘 店’ 菜 おが、 n を霸 か朗*し てぶり i 

巧みを 帯 示し •九 お 近くには、 •ぃ乂 なが 空母 おが 巧を 狀ん で按へ むる 0 
をして •燕 Q 巧閒 から 究蠻 Qj * 内に 浮て は. 巧：；： 左が ボ 向け g が需が ルょ かを 

れ それを. ，7 •他す る スコツト ランド おや アィルランド おや’ 化を が •ぶっ やぅ こん b. ピ 
なして わる。 

又’ 薄 飛 S や 養 器菱 から 巧 ひ i た 舞 從が . S 誓瞄を tf ‘ ませた S 

牛 水ぜお S 頭ち から •がむ 巧 fis 門 ダム’ 糞 地’ それを 卜-乎 力が 巧 •跑 門地が 
へ かけ V •巧ん にがんで ゐ る。 



みお 〇, 巧 泥は お H に 俄ぇ てね る 0 

それは’ 化 丈の 化ぃ 丈那 ずが. をが のにを 化し， 上 お 巧に なム し* をり’ ホ あ 巧 おへ. 时つ 
で， 供米 人， 支那 人の ブルず ョァ が お 巧 K となつ て 段 到して がると がに •な* なしくな つて 
ぉた。 

巧 避の 巧 巧ん は •下な 巧 継 あなの やぅに •ゆ 主 りのあるが 小を おかつ ては ゐ るが •りかの 
呀 望の 曲 ホの】 本で ある や 巧 巧を. 円 木を ポ に' 山が される 化ぴに •神 巧を ぴりぴり させ •屯 
い 巧 打たして & る 八で ある 。だが •あおな 彼らは、 円幽 のが お 地 おのが をを 鬼 巧に くゆらせ 
で、 靜 かに 紫 巧を かいてむ るの だ。 

だか， そ SW はがき •預は 巧 かに 拟 いて わる。 ち 巧の W 脚卽ち ユダャ 时開 はぃ M 视で W 
ホ， 印 巧 で 3 けたを をけ て， この 方-曲は ああを 小-むに， お まは 勿滿巧 巧. シャム々 びぶ ルト 
ガルの W が 化の マヵオ わ セ 〇ま で •を融 的に’ そして， を证. ± 地 をぶ がして わる^だ, 化 
ら のが おの 庭の 頭の 動作は •その ホ 巧ら しい 怖ぶ のが 法と 推狀の W な W でもして わるので を 



この やかの かくに して 賊巧 的な 化视 には •夕 系な K おがの 巧 巧を けて 化 巧と して わる# 巧 
的 まがが 閒が巧 ル わるの ガ 。时片 とを と玫册 は， 支が 人を 巧贿 とさせて T ム らしい。 

を あ* ぶふと ころは、 ユダヤめ にを の おは 巧には つき 01 て わるが •をれ を おもょ <战 は 
して わるのは •ビクトリアの 巧 h . んら なへ 巧け ての 巧 巧の々 巧の あざやか さ だ。 この 中 でれ 
其 ザの やうな ユダヤ 思お宜 化の 巧 聞を 含が や’ 巧が 忡 •何 ぉ •巧 薄 巧の やうな 阿片が ちせ 
巧 お 人 巧を 共は •卞 つかり 巧 巧ん おおりで， 巧の 巧 じ 民 庚を 巧津 して ゐ るので ある。 

上 かちを 苗 巧の ある 巧 八 ことで あつた。 

ビクトリア A でも •れ もを がらし い S ない と 云 はれる M ホテルの サ "ン のをぎ わに 陆 おつ 
た 二人の ち田样 ± が， 巧* おかの かを を 眺めながら •人 待ちが にしきり に 訊り をつ てわた。 

巧のない巧公子なとしたホを，サ ンキ）とおひ，ょ<化えた美巧のかセをエド マ ンと友ム。 
「ねえ， HF マンを 0 ホは もうかし 持 こたえられ ると 化つ わが •巧 介 おも ボルな もの 巧つ 
た。 か 日 卜： 苗からの 巧 巧に 巧る と •も ゥパタ パクと 巧つ て T ふらし いぢ やない か〇お 田は ♦ 
0 と* 5 なめに 巧 助が 化來 なかつ たもの かな あ。 巧 助は 巧 も 角 巧ち がさ。」 



r それは つを ゥ’ もゥ 無な》 と 化つ たからを ちらぅ。 何しろ 白 紫 巧の 護で さへ を こで 
は ホ巧ガ つたと を ふわら な OJ 

「を •すると 南？ •ヵッ チ， と 打 巧め るれ なか。 だが f の ホは 5 にを 雙？ ち？ 
「そのな 期を 巧 こそ 巧闽の f も 巧む ところ さ。 某は を かく 油 巧の ならん 力 かを おつて 

居る を’ 諸で 豐」 貸畏を g け 了 夏 S 巧を 囊喜 をれ 系 夕^ だ。 どコ 

ち 逆. 巧阴巧 巧き 裝に めて たを 机ずに して 太 S の 蓋 巧を 晒は なけ 至なら ない つ 
ザから な。」 

「勿 益 だ。 を ば ころ 巧 聞は おぶ を 管 ぴ佛佈 印ち シャム、；？ ソ ピンへ 向つ て 雀 
にが 爵な萬 工作を して & え？ を いん。 時に’ 壽 方面の フランスの 皆が 损は乂 
みぅ まく 巧つ てゐ るら しいを。"- 

「そゎ やが み •ぶつた つて あの人 達の 化が だからな 〇一 

な 巧の 所 巧！- ぁで泮 I い 表は •去 巧び 墓 ご ダ ャ时脚 サッ ス—ン とがい 撰の 



わる フランス 系 ユダヤが 脚の 巧な ので ある。 

このけ •近くの テ— ブルで， 

「お、 •やつて る。 やつて る。」 

と •巧 器 除ん： £ らしい アメリヵ人が， 能に 本-もな く あ ルを 巧を しながら •術 化さう に 叫ん 
だ。 人* が おにな つた 〇 サンキ I と エドマンは， 微 ちを 义 じを がら， M じ やうに を ルを 眺め 
た。 

それは •义祂 のをに 美しい 近代的 化义が k . つて わたから だ。 卽 ち， こ、 の 巧には， 飛け が 
の テ ー ル •ランプが， 巧が 0 やうに 巧銷 し’ を 中戰が 巧の はら {卞 るけ 險が 化かされて わ 
るの だ。 その 巨大な をたち を， w 方 S おぶ 地 巧から サ J ナラ ィトで 照し、 ル々 にはわん-'-^ 
とな か砲货 がかを 化つ て わるの だ。 

如何にも •巧 豁プ 《1 力— 巧を • K おさせさうな 耽 ホ い a 巧 だ。 

t のけ •一人の すつかり 巧闲 ナィ》 された ぶ 邪が i が 三 n < しながら •二人の 巧に 巧ぶ 
つて ホた。 



「が 巧 わせし まし わ。 巧 見 巧です わ。」 

「や あ •巧 一巧 巧。」 

サンキ ー が お 〇 返つ わ。 

「この 刚は 巧* なおぅ。」 

と， エドマン。 

「をク しつ かへ なけれ ぱ •刖 をで 卸 W ぶを しま サゥ。 巧は ホん から 械* 中し け かつた 巧が を 
りまず いで …… 〇」 

「ィエス. 結 巧？ 

やかて 一二 人は， エ レヴ H I 夕 —に乘 り.- 立 階の 一を に 人つ た 0 サンキ— は. エレ ヴエ ー ク 
1 に ホつ た帖 •が 常に 巧 雅な巧 水の W ひに たまわて わる フランス 人らしい ホい 美人の 化み わ 
一寸 眺めた 巧， どこかで 化た がの ある ホゼ なと、 ふと 化つ た。 

己 人が、 化 w つた-を でしき 〇に府 を やつて ゐる閒 に， エ レヴ H I 夕—は •巧が と b ぶ 
との 刖を 即斷を < な來 した。 わがけ かな 紳 が 女の かくで あつた。 その 中で ， I ホ 多い 帥 止 



は •茄 .でに 邮がハ あろ 紳ん であつ わ。 ホに •佈 巧の シユ ナイ デル 巧 おエ瑞 の 出 娘 u とか •白 
W が S ジョン •コヶ リルの 代现 人と か •英网 の ゲスト •キ —ン 化の 柳 化- 45 とか， 獨 逸の クッ 
プ •乎 セン， い スパイと か. ナエ コの スコダみ かの ぴ AU とか’ 米阅の エレクトリック ボート 

わ： ^ れ ttu とかぶ々 の •巧 お 巧 人か夕 いのでを る。 现に今 •ホ 継 巧) のぶ 器 除 人 お 何が S ホ 
巧闲 一巧と 化 牌へ 巧え た 知 も， 英 树む乂 のが おかれ ゲイッ ヵ— ス • アー ムスト 0 ングみ 社 S 
か U な S である。 

ずバ 巧巧谁 は‘ 化り パ お 巧 人 化^ •ピストル 型の 眼ぶ で 一が だ。 

2 天 おなる 巧 巧 ま 

ビ ク‘リ 了み のの ^_近< にある •巧ボ の某牽 ながには. おに’ 义 閑に 近 化ず る お、 巧闽と 
結 巧 せんょ 卞 るが •よがで ホ！ 3 けを なむみ， 抗日 化® みな どが がかけ てが てむ た。 なつて • 

A ダャ 人の おひが ぷん {して わたいで をる。 

- i 巧 巧 あ^も 巧が を 牛な つて わるのは， 凡て A ダ ャ肘帖 であろ。 夾 お， がに 本 巧を W く 



例の サツ K , ン w 閒 •竺 s 巧-:^ もぶ 啼し i が •巧 愛悚資 じは 棘 式 お s が 杉？ 

イ •ヘン ジヤ ミン •取引 U の 親分 フェリックス •ェ I •ジ ョセソ をは じめ、 をく 八ユ ダトん： 
むた し. - H 地 交通には サ- •王"-; ドリ— I みがが おり. ホて. 萬コ リ—卜 には イ 
，•ェ ム •レイモンド ー 化かの さぱ つてね ろ その 化 化 ゆる 利が が ユダて になは む、 $あ 
2 持紳ま 巧なる すい へ ぱ’； •イ！ レ ゲイ、 モ ，•セス’ マ ブーこう グ，— ン：ヶ 
ツ ベイ， K ドボ—.. テ ギット 巧* 主’ 闷 みなき 接の ぶ 刺た ホべ てみ ろ 
この 迹 中が. 努 S 视么 であ？ ぶは-ぶんまで もむ い。 そた は’ クラ ミクな け もり ある 
ミで、 抑 も 何 あの 乂な莫 が' 印 化で 浮 客で‘ 艾那に ユダャ 留を 化て やぅと て や 
つて ホた 夕阅ホ ユダャ人 S 一人 だ 書" はれて ゐ るの だ。 か. か 達 その か构 n - 耽. S をして 
ゐ たがな たる 所 來人 だ。 

でな 巧 閑 式れ 巧を でけ て 巧 だた ので’ 化 想は 勿論が 辜义援 して 了つ てむ る。 
巧の 巧が は 男 Q 蠢忆 ぉる 二* はを えだが‘ なでち 泰 人で— がをおた ヶ •で. 化 
つ 一」 •阿 某 除と か’ 義化 府の奚 化ぶ のか かと か . W 强の穀 倫ん かとろ 凡て 



一二 

お 巧を 关巧 にを 拂ム化 ホを 巧 門に •お 巧を 巧して わるので ある。 

而も •夕巧 人 お 化の 化は がる 附の化 H みだ。 だから •ク ホと 邢が 避で も’ かくから k •化の 
サッ ス'1 ンと叩 あして がか 巧を 助けて •巧 港ぶ がからの 巧 お 協ん の化带 を.- 巧 引を けて わ 
るので ある。 

巧は •お n の 摄〇阳 り だけに、 喊 米な 巧 ぷで •がたち も 巧な 歐 米の お 巧を 巧け させ，.：：： 阁 
のす 脚へ •問谋 の 如く 入れて わる。 

佈阅 の鸭ボ 大巧を 出たち 巧は， 何み 张巧 なの 親樹お だ。 巧 巧 おが 巧 巧に 巧んだ々 W は， が 
か 巧の なな 參巧ガ 。コロン ビヤた 巧 ザず の ミ 巧は •ホ 子 文の がぶ で •ぶと サッス ー 肘 削と 
の お 巧 ひ 化 だ。 めたち が、 どんなに 歐米お 人に あこがれて わろ かは ’ H 小^ フ ラッパ ァ が. 
ハ" ウッド •ガ ー ルに あこがれろ W 卜- になに 迫つ て & る。 

俯が は •この 悴 たちの 利讯の 化ぶ を •巧に 天が な •裳 = 一邢 への 奉 化 だと。 じ' ひそかに 化 
に \ つて & る。 

何 化は •丈 邪 巧 巧巧资 W 前から •おかがに， 巧 まの 利 樣ゃ巧 お 倫 人を 化かに’ 化 n 化な 0 



仲 かを した o •化り々 をを 轴址 した o .ぶは がと" 巧々 刻々 のな ホに 巧つ た o して •大巧 地 
をして むた。 何しろ. かう いふ 化 巧は. 化で なけれ ぱ 巧げ に川來 ない ことで あろ 一， 父が 門 
いやう に 儲る 化が だつ たから だ。 

今 巧 1— それは • おがを をに n 本 巧に 陪巧 された といん 報が 水た U の 巧が のこと であつ 
た。 巧ユ おな 化 巧 巧が， 中ぶ S 巧婴池 k . おで 诊 化した 化が について S が 化に 巧した A ころ だ 
が •別に 巧いた が も 巧せ なかつ た。 むしろ、 夕數 のが 器が 刑が された であ f •うがと， 化が 化 
かに 熱ち してむ た 巧 巧 支での お 期 化 円贼の 口が 近づいた こ卜 を’ 巧んだ 化の ものである。 化 
は •化 巧 支那の 悲しむ ベを 述命 のこ ともお 條の 可な さうな W ホの こ-'. 一 も， 少しも おへず. 4 
巧に， 闊 K 政府の お 巧の 化り 贼を逊 じて 巧网の 巧つ 「巧 利な 化 化」 のこ i だけを おへて わた 
の だ。 

巧に 个 一二な だが •をと が 比例して 巧 刊のあ 〇 あまるな 做へ， 朝を を つん A んだ とこ- 0 へ 
巧が のな 巧 謀の-'^' ころから •巧 巧が 巧つ て來 た。 

ホ 巧が —— か 巧 又 H 木が 煎 行が にげ n お现 の出來 つた ばかりの がけ 巧^ 巧 巧が 路 のが ダ 

ニニ 



巧を 化 おされた。 乂ち急 巧 巧攪を 巧审へ 集中 闲來る やう 巧 盡力预 ひまず。 それから 化 R 削な 
に讲巧 させ わが. 荒エ 菜# 社の ホ « の かも 至を 巧手 巧 願 ひたい。 

—— •む 得て 巧る。 して， G 娱诗 をは？ 

な 巧 謀—： おなでせ う。 

か 巧 謀は， 愉 化さう に 巧へ た。 

何 おは， お 話を 切つ て T ムと ，いつか 化を 巧 動して •ホ 京 にや， H 裝 巧を 巧 切 〇, おかお 巧 
力に 3 巧 させた 時の がを 巧 ひ 出して を 巧した。 

そこへ •約 巧の お 人を が 巧ね て來 た。 化は •をの 統人 みが. がる 腕利きで 而も H 。ナィク 
た灾 人で ある まを がふと •年中 斐も なくが を おぼえた。 

が 赛の案 巧で 巧 巧と して、 何來 のお即 あお 度へ 入つ て ホた 掃 人は. フランス 人 ヵレルは で 
ホつ た。 もう S ケ月 ほどな 前から M ホ テ A へ湘 り. 何 おの 化 ザの なめに 似いて ゐ るので ある。 
「さあ •を 巧け 〇 して、 ど うぢ やつた な？」 

巧 束は •巧手の しを やかを ホを 巧る やうに 化つ めながら。 がし •比 ホの 言葉は おかに すつ 



た。 

「では 巧が 吿 をし ます。」 

何 弟は’ を々 を 巧に した。 だが •が ft みの 怕 らしい ほど 達 巧を かか'々 し 4 が 心 n 巧 S ホ 
な 香水の 垣 巧を 術いて •その 妖 巧に 巧る をい 血の 巧る 化の 巧 ひを 樂ん でのた ザは 诗ム まで も 
なぃ。 

3 しかばねを 越えて 

一 化 一ニ セが 卜 rH 十八 n 夕の こと •アー ドンと いん 靑 ザの アィリ々. 切 人が •乂巧 
のめ 化が 巧扭 がの ほくで •：！： 巧に か昭 巧され セ。 

このを を •巧 ホして ゐ るけ •何馆 から ともなく 前んで がた ピストルの 巧が 化の 货利 めを 甘 
W を.. 水 遠に わめて 了つ たので ぁつた。 

時别は •円本の ホ 巧で， ホ 京 おを のが 巧と、 抗日 まがの T メ J バ的巧 都の けがを 巧ゴ "して 
の •乂 巧な 巧 列が •日 比を に 巧つ わ 巧を でぁる。 

一 五 


アーサ》. ハドン巧ザの化閒が， 泡からかき^つて來る棠助にさらされて&る明' 〇キ卞 
バレ— の 前で •人 巧ち がに 一人の スマ I 卜な巧 人 巧 公千が けんで &た J サンキ— であつた- 

サンキ— は、 げ巧 •巧 化钩 化で， 所がへ 巧き-巧 巧陶 ぶが からな に夕 化に なつた 巧：： へ 川 
巧卞る エドマンを 化 送り • i がに ホた W 1 巧の 巧 巧で-時 雲が くれして •やかて こ、 に 4 け 
れ たのであつた 0 

a キヤ バレ— のみし ホ 前い， ホな 比の がで 一を so がが がける も •中から， いんに も 
化の キヤ バレ— 出ん 知たら しく •あくどく 化惦卜 ほどこした フラン y - 、 らしい 搞 人か辦 出し 
た。 と •サンキ ー は •も， の 摘 人を 乂夕 なた 鞠の やうに， 巧 巧に 化き 卜げ 愉快 5 うにち つた。 

G キヤ バレー の S 巧は •ドの 巧 巧 的な 巧 巧が •おが 卞る やうに 巧いて ホて. 樹 など 巧る に 
は 姑 も ふさは しい。 

が •こ、 で •サンキ ー と •ヵレ 凡 巧と 巧つ て& るのは 化して 馈 ではない。；； 人 お， 掛のや 
うに W 巧 的に ではな < .化 ホ 的に スパィめ にむ がして ゐた〇 

r 巧 粋 わ • M ホテルの H レヴ エター で】 寸巧 目に か、 つた 巧 •どうして 巧は なかが 化 ひ W サ 


なかつ たんで せぅ。 ホス カ ー •ワィルド ではない がちは 凡てを 化 化 ずると いんから •その 巧 
めか も かれません ね。」 

「巧 冗 歲は御 止め おばせ •は 巧が いくら パ ジル •ザバ" フを第 かつても な U です わ。」 

「え •どぅして そんな おを おを 仰が るんで す？」 

が •ホは 巧に ゥキ スサ ー をはいだ だけで •砕く ちつて 巧へ なかつ た。 

今 •二人のを 託に h つた ザバ n フ 本-いんのは、 巧 巧が 能な 製を 業 ホの ナポレオンで、 ユダ 
ャ 人中で も ホ 巧 中の ネ构 で， か n 降が なな 米の 巧 お 巧な なかは 巧な 化" 支祀 ' T に 化る ので あ 
ろ ザハロフは’ ギリシャ 化れ の ユダ ザ 人で’ をの 絕サの 美 巧 故に 詐欺 破 均を して 巧 
巧の 巧め にお 閑に 逃げ込み •あるな 巧に 化 人つ て 巧闊の スパィと な 〇’ やがてが 閑 火 巧器エ 
巧 ノルデン 7 H ルドの 隻 常と むつて’ ギリシャに M り‘ か S ご カン 巧 ホで 装 ハ巧说 
をが つた S が もとで’ ホ 巧 佛’巧 i の 5 おな みかの 丈祀 f - なつた 巧 人 村 ご あち 
巧 近て， 力 ご ダャ系 の巧閒 は ’ S 萬を カム 7 ラ- ジユ ずるは を' 『化 ご" マは 八 
十六な のを 齡を モンテカルロ になり 化 巧の々 を かこつて ねる』 とがち ミヵ そ'^ な ザは 


ホ 巧で つ ひこの 閒 まで 巧 团のヴ ィツカ I ス ，ア！ ムスト B ング み 化 のれ 長 アルバ— 卜 •ヴィ 
々—ス の 力 <れ たが 問と して* 巧 ホの ザ廉 なを W の 脚 おに 巧つて &た W である。 

さて’ カレル 巧は •サンキ Is ょくあつた？ ちつと 化つ めて むを’ 

「サンキー さん， 貴 巧は どぅして 闷じ 仲閒の ハドン さんを おさせ たんです の？」 

•がいた。 

する ち サンキ， は •一巧を ホと いふ やぅに カレル 馈 sf 眺めた が’ やがてぶ こ〜 
r 侯 だつ て ハドン おが‘ 巧の なか S かを 則 2 命 だか S はかつ て& まて だが •化の 巧 
は •巧を をな ミ だけを 知つ てむ て’ 巧 ss 铺が S から 辞なん です。」 

たつた。 

「そ お Q 署 ハドンさん を gw ちに する たんて 中 化 だ わ •化を 巧 山がない， ミ」 
「本-ころが々 がりなん だ。」 

「どんを".」 

r この 日毫 をを 被孚 可を 若 S 登陪」 T . 丢 たん S ばを— ら 



にが & んで わたんだ。 巧は あるが なに 彼の 巧 席を 調べた 胆 が， 化の 父 巧は H 本に が 化に 化が 
になつ たおが あるんだ。 化は な激 かに 苗* をを がつ たの だ〇化 は’ この あたりで くたば 
が ー ホ 化 化なん だ。 何れつ て， おぶ 政が はたう とゥ泌 がする し、 阳 をは 化が する し •化 がは 
^^1^化下でバ ンザィを叫んてゐやかるよ。」 

「サンキ ー さん’ 巧 巧は 瞄 みぶ 激 一^坦な ぶね •妾、 あ ホむ ち やつた C 」 

「どうして？」 

「どうして つて •あ STI サ I •ハドン. V ； いんかは お 冊は 米闊の H レクト リック がの 乂ぺ 
t ャ副想 栽の 祕 普で •巧 港 出 おれな だけれ ど. 巧は ザ < U V 閒 下からの 何が 監 むな のよ。」 
「え •それは みし もから なかつ た。- 
サンキ— は， 頭を 抱えて、 自 々のが 化を おんだ 0 
「それより サンキ— さん •巧 巧 もし つんり おを つけなけ 〇 や ホな；：： よ。」 

「どうして でず？」 

「ガ つて 何が は 巧に 川‘ む 巧い 巧 だから’# が' を も 一お蒋 哉して &ろ のよ。- 


と •々レ ルが は 突が 帝々 し < むくを つた おを 削いて、 大巧で 笑 ひこけ た。 

「ど ゥいム 課です".」 

ヤン ホ— は 化は ずが 化した。 

すると、 ヵレルが も， 巧勒 にを つて， ハンド パックから 何が から ア I ムスト。 ングみ 社へ 
宛てた 巧 器の 化 文 巧を 化 出して、 なかさう を 眼を 化张 つて わる サンキ— の 加への いた。 

「妾 巧は 何 お 巧から 化秘 されて 巧 巧の い 制を スパィして わたんで すか、 もう. 啼 ベ， H --; ょ。 
ガ つて か W は •シン ガポ— ルで もうみ しでが ぶ 利の スパィの のとり^ になる みころ ゼ つたん 
です もの。 W 巧 巧が これを なるべく， ホな ぶ にれ W にお げて 阻け とのな をでした。」 

「や. 巧おう。」 

化は かう いつて、 おを 巧んだ。 

下が •この 明 •何が は， ホで 文の 祕 巧を つとめて &る 一二 巧が がが と •が 口 や 化が のが 備に 
ついて がつて ねたので あつた 0 つ 了 一 



地獄^ら 來た ユダャ人 

抗 H 支那の 巧 後 じ 踏る 化 等の 正庶 


1 ま 巧を 巧つ て 

ビエ— ル •.ホルダ at けばれ てむ ミ ダて は. が 中 併 W 巧 妄那の 接、 化 水して む 心 
抗巧も時^ o ' ホる時は最3新聞迪むかお韓派むだつたり’ をる時は’ 無山わかむ 
を 帥 だと 自 おして わた。 今が は •か蜗 西の k 巧 點較を わか シユ ナイ ダー みかの 支 耶川お 口の 

ホ 利ち 佛ホ ユダャ 时脚中 S 世 ホ £ お 望 •ルイ •ここ— スな W 《巧バ "な t と- ム至 
刺を 树ミ とがへ やつ 一ぶ 泛で わろ だが、 化が ぶ 邢と佛 策との W をが び®？ むるい 
は •何もが 向ら s 化で やつて ねる のでは な〜 ルイ •フォ ，ルドと いん 仰 ホ ユダャた を 

一二 


やつられ てむ るの て ぁろ ニニ 

は. 巧む ミを. f 閒呈ム 為 暑— を ご*, ; 

力^は • 絮 ま、 f f ぁつち ， / ころ 
たが’ この—— 巧してんら感ム も^は’ も^^^^^^^^^ エ—— し 

:め ！！ぃ：： た 1。 が. ！！ ては. hHH : 

で/ご フ オ| ルドち" ム 通り 「みが も だない ミ と 5 /-、の 

即 01 1。」 と f る！ はな 

•かま キ？ .•とな フ T ルドの 辟な たつ i ド ： 

案 萬な冀 しの’ 藻を 望で をつ た ； ...... をょり 若くな ぇろ どこ 

化は' 上 窠か富 からず つ 主擎巧 港に わたが ； ま 

ルドの 雲に 化り •至 商 にんぶ 、 • か？ f 、 フォ| 

!!! h ::，： の び 



ツ バス •印度の ヵル ヵツ ダ •お 巧な 等に ぷぷ〇 • V ホ i ドの す肚 のん 拘 とお 巧を おして， 
かが 印 巧 ま 邪の ハ/ ィへ满 いたので ぁつた。 

T 巧， 日本 ボの巧 口攻が 邸が •化 巧の がを 加へ •が 攻# に 巧る 化が のこみ でぁつた。 

化は、 かヶ H のな 巧 中に， H 本ボ がかが かの 祁 化を がめ たこと にお 巧す ると 巧に •巧々 ぶ 
がのを 傅に おひを 持つ やぅに なつて わた。 しんし， 化む 比 李は、 佛阳巧 かおの 巧ぶ 化が のが 
にがつた 化 ザだつた S で •如何にぶ 那 がれ けても おつても 巧は ない もは なへ •ぶ 邢の巧 肌は 
がかでは なかつた。 

化は •巧阁 の 仲閒の モを迦 じ， 巧 化から 盛んにが 需 おの お 人され る あを 蝴 かしく 眺んて お 
たが’ 今ぶ お 防に 着いて なると’ 巧 あに あらず •ぶ 器が 檢\ され， 錢ぶや トラックで まが 内 
かへ 持这 まれて ゐ るので ぁつた。 

「巧 共な を 巧は かの 化 巧 中の 巧 おは， 巧を お* の お 速す る A ころの もの だ。」 

ポル ダは， フォ I ルドが 自倍 たつぷりで 云つ たこの 言 巧を 化 ひ 山した。 

衍內へんると、 ：1:«バトラーといふホ巧ホの仲閒主* ジャン•スープル-^ J いムフォ l ルドの 


巧 巧が 巧つて わた。 

こ、 で. ポル ダは •ス— プルから、 

「巧は これから こ、 と 里 巧との 物 絡；：： になる こと •及びの が ぁつたら お 巧 巧の のが 宵が をが 
究 則がず ろ こ-^- じな つて わる。」 

•中 化さ わた。 

をして、 2’ i; なをち けで’ 始 SS 辞へ？ 輿 〔餐 料を 山 S やうに 巧 

んだ巧 ザに 朵 つて’ 佛巧 叫の 巧 試した お® 数 化のを となつた 0 

化 W へ 巧 そ’ が おされた ホテルに、 ると •巧ね てから 知りな ひの マストと.. ムム仲 W にみ つ 
わ 0 

マストは •ポル ダの 蘭を 化ろ と •巧ち 银 わた やうに‘ 

「ょくやつて 水て おれた わ。 巧は 飛い 機で やつて 來る ものと 化つ てわた。 巧 •お 近の 望 おは 
愉 化な 出が 巧ばん り だ。 こ、 はも ゥ斯 な. か々 の 巧み ドに ぁる。 日本な どなら 抽 おつた つて， 

も 三 お だ ミみ 《を やせん やがて 超へ、 ち那宗 がが がさを だら う。 f なな 


巧 « 巧と イギリスは •完 をに 支が を 支 K したと M じだ 〇 おが もは 治 も 义化も 化て 巧々 の も 

さ。」 

と •巧ッ ♦をち* として 云つ た。 

2 巧爭 をな をす るを 

ポル ダ t •ロ ポットの かく 使つ てね る， ルイ •フオ I ルドと ぶふ 人物は 佛ホ A ダヤ W 閒の 
ち 頭" スナ ヤイ ルドの ホ 頭 だつ たがで •を 日では が， 化，. 刚ふ 耐に玲 ：：： を 巧し， 佛曲 西の 内 
おお 进 のぶ 謀 {太で あるみ おに’ ユダヤ人を W て 岡 めら れる巧 おが 脚の 巧り をな めて わる 乂を 
持で ある。 才 a ン ピックを • n 本に 糾牠 する ことにな いては •ク事 おが 巧 巧ず るが から， 歐 
米では いろいろ 反む-- れて 米た が •む も 反 おした のは， 滿洲 がが 巧滿洲 にむ 巧し ょぅとして 
巧さなかつた 、英米 佛の ユダヤ人で あつた。 巧 米佛の •オリンピック を：；： 中には • W 巧り の 
ユダヤ ホの 巧が わると 云 はれて が， その 中には 日本 閒 W にがを をな 甘る 巧 •か 巧に も 「.む 臟 
#」 に 拙つて •化んだ おも あると 云 はれて わる。 フオ I ルドの W モ は， ぶふまで もな くこの ス 


の 



ぶ ー ツ ぶが にも 延びて わ た。 

何と なれば •树絮 なき ユダャ人が •世 ホを ユダャ 巧齒 とする 火に ぶの 一つに • SS ホを と 
いふ ものが あるが. それは セツ キス (sex)* スボ 1 ツ (SP 弓で)、 スクリ ー ン (screen- であ 
るが，， 化モ 面では， お 巧の 自山や •む 操视 なのの が •ぶ 巧の 破 •巧を ボ ゆし， 述動 おお ホが 
では •巧 S 树 W 的スポ ー ツお 神を 巧が せしめ •がに ホが にして か 巧き お 化に ホら しめ •映晝 
では、 セツ キス カ 面の ユダャ 調を な 拐す ると 巧に、 ある W 肤の榮 巧を 阳ル卞 る巧兒 制限、 « 
巧 K 巧の が 辟を 目を して* た < みに •閑み への 誠 化と， W 扳の錢 おを をれ しめる のでを る 0 
ある 阁 に、 ジャブめ 巧 巧ん りの 映ぶ が沛 巧した 巧敞妍 がが 加し' 虛兒执 かが 非常にが みした 
とい はれて ゐ る。 フナ— ルドは’ この サ かの 巧孔述 を紹滅 し， お肤を 文化的 ア ヘンで 巧す* 
針に も， ホ 巧を つとめて ゐ るので ある 0 

化 こそ •本 巧の 化：！ から 米た ユダャ人 だ。 

この フォ ー ルドは •山很 の 例の 义巧 サツ K 1 ン 喘がを 化 〇 •が 介が を 0- J 夕惦 中の 
ものと して， まがを ユダャ 化する 巧： £ に， がて 化 U 恥 ホトぶ 起せし： e •み 化り ユダャ ホ 巧の 


一つで ある お 巧 ホ 淀 V 喘 本-おで させで —— ユダヤは •なに 蚁も 端な も" をが お- VI て & ろ。 
巧 本 ホ 巧と おな ホ 箱が それで •おがが 市へ ば ホ ふは ど ユダヤん は悅 ぶむ だ U 化 W 乂邮 も ユダ 
ヤ 人が おを したの だし •ロ シヤ ホみ も 1 ダヤ のが'^ である 。だから’ 戦 ホが なを いげ’ 化ら 
は； f かるし， 兩 K がが へとへと にがれる こょで あるから .ユダヤは を 5 どちらに t おを 巧 乎 
とい ム 巧で ' 化 U 化が を あほつた S でれ る。 

化ら はがく から 嘘 巧の おが お 巧に， が 巧の 眼を むけ’ こ〜 を ユダヤ 化すろ 巧め に， W 片則 
ず W ホ， がが 耀 けにが 雄し つづけて ホた 八で をる。 

をれ は， 支那に 火 量的に が W を 巧つ A ころの •英ホ ユダヤ 时 脚-'- 'ながして やつて 水た こと 
でをるが* たと ^闊巧を何おへ的いても. をれは一抑のヵム7ラ|ジ ユであつて" ユダヤ人 
であるが には おりは むいので ある。 

化ら は， 蒂ず をが した-:^ なさろ な 昔 おで •，去 巧の ことを， 「アジ ヤ のみ ザ" 城」 とげんだ。 
ぶは 一水な の ル」 i もげんだ 。おが 紳卡 S おが 討は まことに 菜し いが， をのが 色の 化の 巧で 
は， あの 巧を な銷 ルの W がに 巧な めすり して わたので ある。 



一一 八 

を こで、 着* i 雲巧攻 がに かり 巧り， 佛領巧 巧 まがと 蜜 おとの 閒に ，淺 逆を おき， た 化を 
つくり •が 巧 巧を 開いた。 これは. ビルマから、*''^ を仲ぱ した， ち 尚の 仲 ra と 相 呼 おした 
4 ので ある 0 

フホ I ルドは •世 巧の あらゆる 闲で やつて かた やうに. こ SW 内に 化んで わる 巧 K 政， 滿 
W 人 •莱 十：： 人'’ 回* お 巧、 两巧人 •な 巧の 間 •就中 巧 W 技と 阿々 が 化の W に 巧 ひを おおさせ 
それを がに、 進 人の 機み を 作つ て來 た。 

罢巧 巧は， R 本の 巧が 生だつた 巧 日 おのが 巧 おが、 塞 巧 モン。— ホ おを がへ てわた 時代は 
巧る 钱日 的で， 日本の 商な のをい 巧が 忘 ホき であつ たが， 滿洲事 おが お 致す ると， 佛 がは 巧 
つて わたと ぶム やうに チ ヤンスを つかみ’ お n をな 動し • 0 ひに 日本 商 巧の 化# が 件を お 粗 
させ • 口 木 入を を 巧 引-一^げ させて 了つ た。 

その後は •な々 抗日の 巧. が 化の 巧と 化し， H 本人は 一人 もんろ ことが W がない やうに な 
り， 日本の 巧な は， 化て 佈 W 西 商品と 巧 へられて r つた" である。 そして’ ユグヤ 人たち は 
巧 かの 巧 除に 守られて ，化ん ま、 に 巧 化を 切り開いて わるので あろ。 



かう して •日本人は •がわに 巧 日 的と をつ セ ミ 巧から • 

— シザシ 9f 

r 巧が 巧 •明で ホり」 

と、 恶 思され て わるので ある。 

室贿 巧の 巧 都 W な 明の 入口は’ 4 ■おべ 巧 だが， ュグャ 的を 巧* の、 がか パへ むが 助の 巧ん 
ぶ* 巧 加し つ、 ある。 化ら は， 巧闲 の巧刊 下の ビルマに 巧く •佛闲 の 巧ん；^ の 仰佈印 巧义那 
に阴 化した な 明を、 が 政 栅の巧 都と して’ がらを 巧の ま、 に 加ら せ’ ソ 喘と 協ん して， n 本 
の 進 W を帖 むと おに •をが 平和を 巧 就し ょうみ して ゐ るので ある U 
昆 叫には， か 閔人か A 六 円 人む ろが. フランス 人が ーホタ く. こ A に餘 出入む か 大巧^を 
待つ て わる。 まが 事埼 W おは、 ぶ おの 檢ん ル— 卜 なので， この 淵 巧の 巧佛 人が.：；；； 乂 ながげ 
の やうに やつて ホて ゐ る。 そして •乂 ホの お：：： が おを 持；；^ ん では， 恶欣 でも かり 彼ね る扣の 
凡ゆる 晓 がを 特化して わる 0 
ポル グも •をの 一人 だ 0 

だが， ザ況 ダは， サ 巧を ユダ 卞击闽 としょう とする ユダャ W 化の お 巧の 巾では •む 一本む 



. . s 

役割し かして ゐな いの だ。 世 巧 中に々 巧して •一つ一つの 巧 目を 化して & る， お 粒の ユダ卞 
人たち の やぅに ポル ダたち の 手 化に ついて ねる， 糸を ぐつ とおりし め •脚本を 善き •巧 ま監 
がを なし •督 曲して むる のは •ユダャ •クラブ やフ V I ィ— ソン や齒 巧附既 やを 巧 海して & 
る ブオ— ルドら である。 この ユダャの 巧 巧ら は •巨 まな 财 力と 自ホ ホ義 と， 典を ホ 凌と ユダ 
ャ 文化み をが おとして ，化： 2： 巧の 滅 t を 策謀して たるので ある。 

彼らは、 他 W 族む 邸ず でを を W け •をのを 力を なて 化 W 族を ユダャ 化し •ー ホづ、 U 的の 
连 巧に 巧づ かぅ として ゐ るの だ。 をつ て •り 本み。 シャと 戰はサ たの も， 化が 大视を お起し 
たの も，" シャ をを なさせた の も 支那 巧： 5 を こしら へ k げたの も •そして やがて. 歐洲を 化 
巧 巧の 化で 染める の も •化ら である。 

ルィ •フォ I A ドが •己が の 巧 巧 所で •闽 陪腳盟 のち 員の が 帥と おなで 巧な は サトして わ 
るみころ へ， ドィッ A チ K n へ お \ させて 巧いた なが 巧關 わらが がを がが 屆 いた。 

「みに 約 •川 巧は がは せろ 巧 祝 だな。」 

彼は. つぷ やいた。 を こへ • W 内に やつて あるが 乾の ジャン •ス— ブルん ら《 



「巧 州 巧は 着* と巧裝 化されて わる。 罢 南に 巧ら ね 益を 〇。」 

とい ふ 暗 おち 巧が 着いた。 

彼等 秘巧 おがの 小では ある 稀の 虫は •あた へられた 一を の 化 おが おる と. 化 I 川を ものと し 
て •巧され るので ある。 フォ— ルドは-支 巧 巧の おを げびつ けた。 

3 不 巧！！ な 巧 在 

ポル ダは •を 日 ザ 巧から 化が しさぅ に 飛ぴ姻 つてね た。 

がが 巧は 巧の 息 S か、 つたち の お 人達を 訪ね •お款 を をげ ると •ホは •巧みの 乂お なやが 
おな の 货な所 や， ぶせ をを どを 巧 問して 测 つた。 をれ が 一はな つくと •巧 山關 巧^ 糾 ホに が 
り掛 つた。 

J 化が 密かを をけ た 八は. で— ノル ド 八 化か r ン チモ--— 工場ょ ゎず つと 大きな r ン チモ* 
1 H おを 巧 パす る ことで あつた。 

旣に， を洲-^::一のを巧や. 鮮をの錫や. み丹の巧には. 尖佈のュダャ.人がモをつけてわる。 

互 一 



而も 续 •西 鉛’ おちが 典 •缺’ アン チモ ニ— •苗 打’ 讀 •水な. 輩 等の 狩が 

巧 港から ユダヤ W 脚の ホ 化が 巧々- <;ん 〇这ん でが てゐ る。 

ち 邪は’ まるで、 巧を 施く おをから ない 化 巧の 前の、 ち 大た巧 肉の 如く だ 〇讲か 巧の 巧 化 
S みと 典に’ 基 巧は’ ユダ： 賓を •ょ •をで 巧され っ、 ぁろ 
ボルダは •アン チモ ニ I お 巧に 0 いて •巧 かのを をし をつ 

ける と •ジ ヤン •乂— プ，？ にが 

なにが かした。 

ホる 円 • f ダ タ钱ら かがい おかに なつて’ このが 中で しい 巧の 巧いて &るぉ だのが 山 

の虜 SS ： を 化 ホして & るち 吟 浸は つき こ た闊 巧を を 巧つ た 巧 入を S た マスト 

に 出を つた。 

マストは •この か：：： •仲诣 かへ々 をが してね たので あつた。 

「寸 化を なして 一寸 小 巧い をし-」 ホたち をが を の抑± 巧 さ。」 

マストは •巧 任を 持たされを ザが を 部た つたこと を •す ホに をめ てぶ つな 
「そり やお 巧 だ。® 巧い、 を ± 巧 だ。」 



「巧は 巧く 巧 おへ 巧く。 巧 « 巧 まが 巧つ たんだ。」 

「巧は これから だ。」 

この 時 ザルダ^ なを ぢ つとは つめて ゐ たかが •巧ろ いたやう なおで， 
r 巧 W は 神 株に 選ばれた 巧 族のを がぢ やなく •まるで トルコ 人 だ ^ わ。」 

と 云つ た。 

.ホルダは •ぶが のる ほど 化 おして、 巧ら しさう に 巧を 化 げ てね る义 のがに W を险つ わが 
巧 ザす る やうに ま 笑した。 

「ホ 巧な 事を 云 ふもん ぢ やない。 ポル ダが ホして やつて がれ •この 搞 入は 巧に 可愛い、 ル 巧 
に 巧 ダな いんだから。」 

「巧 や、 別に 化を ホて る 巧 山は ない さ。」 

ポル ダは， マストに 刖れ ると •をいで ホテルに 的つた" そして，々 附小か 抓む やうな. 亞 
をし いお々 で、 抬で にみ 脚を はげた。 何 か、 火き なお かめな ものに 打 巧かつた やうな •卡つ 
とな 前から •狀 には 化ぇない が， 必 のがに がかぇ て & たもの が •ぁの かの がで がに 巧む した 



やうな 氣 がした。 怖ろ しいまでに おましい。 . 

そして •化は， 巧が へが々 と化來 する やうに な；' てからむ か 心が ホの 血に 疑 ひを 持つ や..， 
になつ て ホた。 恩人の フ ホ— ルドは •化に ユダず いんを 巧を 巧へ てむ る。 だが’ 化け 
その 言 集に 巧 ひを だき はじめて ねた。 

東が へやつ て 米て •囘 ♦おおの 巧 へんる と 自分に 似た がが が ルむ ろ。 巧は •ぶ おの 化に 似 
てね た S だ。 それが が： 例の 賊巧 であつ た。 义 •化は. ホげ をが たてむ る 去、 れ鄕が 傑し < 化 
はれる ので あつた。 この. 小 化な なむは. 彼のが 巧 中の が 巧で あ 勺た。 化は •卡勺 > が， が 巧 
巧を 化 巧した 時， 円々 にょく 似 わがが の W から 仲 w の 中う じ；^ びんけ 心， i たこと がを 勺た。 
その 時 彼は， おはず お ホを し 掛けて やめた。 化は， 時々 その.； JW を 巧く 邮リ ドげ て 化 化 にん 
ける ことがあ つた。 今日は. をの 〇 巧の がみを •巧が で いろいろな 化 S 潇れ をけ つた ら 
巧 か 的な お 巧で •糾 巧され たので あつた。 

「化は きつと ユダ个 人では ない の だ。」 

がは、 そのれ 論を がんで い、 知ん， 化 L ん でい、 むか 判らな か 0 た レ 神の おがでは むい。 



これは. 巧 巧の な 悲しみで あつ セ。 俺には おげ 人の 血が 流れて ゐ る。 これは 巧ら たな 巧 巧で 
ホり， おしみでを つた。 ゼが •す お 謀に ももう 化ん ホが、 巧 神が からつ とする やうな 明ろ い 
おみであつた。 

化は、 目み を •世に もす 化ぶ をが 化と して 眺めた ので あつた。 どこの K 坎 だかから ない と 
いん ザ ほど •人間と して 大きな 讲 しさが 义と あら うん。 ソォ ー ルドに 言は すれ ぱ 「ユダヤ人」 
ザち 剣 Q かの 階 成は， りみ でも 化かに わ それて & たやう に 「トルコ 人」 だ。 化は， 白々 3 
みが 二つに がれた やうに 悲し 如つ た。 

ポ A ダに 巧 巧の a * が 巧いた。 化が が 手に つかない やうな H が 多 かつた。 

4 血は 叫ぶ 

ポル ダの 化 ザは 巧 か 巧 巧され た。 

今 巧の 巧ら しい 化 巧は •河内 やぷ おやが H んら 姐され たぃわ のげ W と に、 がが のぶ 邢 S 
化を がを 化が ずると みに •がが を 巧を 閒段 するとぶ ム化 ザで あつた。 この 化 ザは 何 化か 化に 

ご ミ 



ホが を與 へを かつた た r ホみ のを 除を 旌卞 るの みで あつた。 化は’ きつと いつかの あの w 
画の 悄 みで’ 神を 鼓が に牺 つたの だら う 志つ ち _j かし’ かの ユダヤの 巧な に妃 してを 
るいつ かは 化ず «现 すべき ユダヤ 化が 巧 W のを 試の なめに、 お 巧 的に 做いて むる むみに， 化 
かのを 險 などが 卡る當 がない とも 化つ た。 

だが •化の ホな と特 神は 彼 自身に 巧して， だんだん 化 判め とを り、 化の 中に わながら’ せ 
の 巧 りに ならない 部々 が W 宰ホ ちそれ； a ユダて に 巧して •なム ベから ざる ポ をが ふが 
で •み拘 的に なつて ホた。 化は •白々 を 持て 餘し 川した。 

こもに 化 ふと •彼は. トルコ 人で， お 巧に ユダヤ人に されて 了 ひ' ユダヤ人 のが 巧の 巧め 
に 巧 はれて わるの かも かれない の だ。 

ポル ダは •マストの さう 傑い 巧 友では なかつ たが •この. 頃は， 巧々 化の々 の k をぶ つた 0 
も レムの け •仲閒 のうちで， おもが 巧を おする 化 おを 完 巧した おは •ょ < 巧衍不 W にたる こ 
もが あるから だ。 

マストは， を 巧 巧び 通じ はじめた が 空路に ょつ て 冷 港へ い < おりだつ たが， 何 化か 傑％ と 



船で 巧く やうに なぜら れ た。 が， 宙 港へ 巧いた のは •化の がらし いわしやべ りな 巧 人 ばかり 
で ホつ セ。 

だから， ポル ダ か 巧 ひ 出した がには， マストと いふ 人 W はおに 地. L ； の 何 おに も& なかつ た 
ので ある。 

ポル ダは、. 一 S ； の おおと 化した。 ん S あい 巧 凹の 巾で •ぶんや 〇 して わた 0 

かう したうち にも •に 明と ハノィ ± の义 姐は な* はげしく なり . U 本が のが 倒め を 巡が に 
化って •がかされ た 支が の 巧 お 柿 あのた め， 諸が おが 後から < とお 入され て來 た。 

冊 も •路 所の 戰 巧で 巧が k の 後进を やる みおん ので •闽 が化 がの お 人 か •が* こ〜 へがつ 
て ホた 1 このが 人たち は. まるで 戰爭 避な 巧を 碰れて ホいて r もむ る やうに， どこから とも 
をく あはれ な避搬 がが 人り 这んで A ては •巧な にこき 巧 はれて わた。 

ブト I ルドは* 一寸 英闻 へむ つて 歸 つて 米る と、 愈* み 化に なつた。 ぶー ホ サ巧乂 職 W 水 
€ 化が しさ だ。 

化の ォフ ィスの おな やお 带は 、ベル かたりつ ごけ •巧 11;^ に滿 もてね た。 



がらは A グ化巧 乂啡を どうい ふ 化で 巧 十べ を かを、 いろいろな かなでが 謀して わた。 
义ぞ がに 徹巧 的に 嘉を援 する 2 には •がかを もつ と悲 怖に 加ら さね ぱ ならない。 そ 
のぶが とい ム のが， 巧ら の 巧 創な 議挫ゼ つた。 

この 乂撑 がの ぶ 策の み 化の 中で、 ルイ •ソォ ーんド か •ユ ゲドん に 化ぃ. デて がりし..- •卜 
ん n 人の ことな ど 化 ひ 出す をが たい。 

ポル ダは •"イイん ら邮に 呼びつ けられる と •怖ろ しい 巧が に 邸いた。 だが •錢 則が. がの 
ぶまで 巧み A んで わる^で •おで 中 错り夕 せられる やうに ， W 巧した。 

けれ 巧， 化は をに. ユ ダ* のが 街み. 円み 八 W 族の ま 凹を 脚に がめ たま、 •生れて はじめ 
で 円 分の むで 自 々をを 巧し， < ノイで 巧つ てた るで あらう； が ホ じがを を 巧つ 巧 か ザ ーの お 
なにが つ わ。 

そこに •まるで 仗の かく 化 巧を 化 はんと する ユダヤん の 大陰媒 の 抑に' お 巧 人 八 一. つの k 
かが' まわ も唤 巧の やうに な 巧に されて いつわので ホる。 



戰爭の 製造 家 


おは、 ハルピンで •はじんて ユダヤの 陰ぶ の問迎 をかつた のでした。 

それは 一九 ご一 ちが 八 •岛 のこと でした。 

化に •この 閒® を， 現代に 於て おも 明けな お kra 碰 だと L て甜 いて おれた のは， ィンドん 
の 商人でした 〇 この 巧废巧 人は. 向 巧 八ぶ は餘 oh 平で ないやぅ でした が •ユダヤ 
巧に ついては， 一巧ぶ の やぅでした。 

化は. ゥル タニと げばれ て わ まし わが’ かの 「か A に 打 おす 波」 を 巧は したり •ユ 

己 か 


ダ 



巧 o 

の ホる ベを 巧詩蔚 「プ a トコー ル」 を譯 した フ リイ かおの St 黄を ょく 进ん でね ました。 

ゥル タニ 巧は •ち 巧は ユダヤを の もので をる •と 言 ひ •フランスは ユダヤん のみ 巧で ホ ま 
て わるの だと 蒂 化き， ホ 閑に 至つ ては •ユダヤ人の H ルサ レム だとを つてむ ました。 

彼は •非常を ドイッの けがが で， ドイッは ユダヤ人の 陰な に 化つ て、 あんなが 巧い りに 巧 
つ わの ゼ •だから •：？ •晚 ドイッは 巧みめ に ユダヤ人を 追佛ム だら ぅと •が 化の 深い 円む をれ 
ていつ てゐ ました 0 

をして •その 巧， ドイツを 追拂 はれた ユダヤ人を 引取る 巧 こを •化 だ 化物で あつて， 卽ち 
間は 卡詔〇 に •ユダヤ 巧で ある ザを 證明卞 るの だ， 巧に 化 もの だ， といつ てむ ました。 をの 
時 •ゥル タニ 巧は、 は 中から、 巧の ホな ょ 〇ニ ホり ガ といん •小さな ポケット モ帖を 取 W し 
て、 お 巧に おえない やぅに をれ を 化つ めながら， 

「ユ ゲヤ 人の 中に も. それは 再を な人刖 もむ るで サぅ〇 ですから* ユダヤ人 だからと いつて 
なわち は M でも 化で もな だ -V 化つ た 〇 巧# したりし てい、 ものではありません が， 巧し， を 
防のに なて ユダ卞 がの 信 ホは， 偏 かで •巧 度で， 卫ゴイ ストです。 化ら は • W 化 中を 邮ぞと 



ホ 化の ルツ ポと 化し •その 閒 にがて •あの おがな w 力とは ホ 九と 皆な 的 w おもを けて， 化み 
中から 巧 制を 巧く し， 自か ちまの 美 巧に めける ユダヤ 的 巧な の 中に 略 入れ* をの ユダヤ 乂ホ 
巧 化な の 目め を速戍 しょうと してね るので す。」 

と， な 正た しさう にぶ ひました。 

をして. おが 瓶いて 化せる のを 化る 主 •我意を 巧たり といん やうた 化':- をして， ホの やう 
を 巧る V きか 货を 构韶〇 ました" 

「巧 ♦の 刖闊 を， 化 ィンドな 社の おが 的 陰謀に さらした のは， 勿論 巧树の ユダヤ人 巧です が 
かの 阿片 贼 ホを 無理' にお 越して， 支那を がか 的 化 ホのに 化 服した^ < •ユダヤん でず。 こ 八 
時は. 英巧巧 3 ユダヤが 脚の 協刊で やつた こと だ* おひ ま fo つま U 巧が 化闷へ S む々 
けで， まがに おも 大きな 巧， むを ホた さう とした 巧け で卞 。ぶ 仰 ホが， そのが む 巧 じ 巧ず る 巧 
をキ 段は •をづ いきがり 视 ホの 巧 おけを 作つ て， その 戰 ホに 勝つ て 供 かにの さばり 出す か， 
或は •所 訊 ザ かめ キ段 でもつ て、 クリス チヤン た 巧ん させ •おみを 作つ て 人ぶ ホ おを な 巧し 
C 巧 ホを とりこに して 巧く か， わる 程 巧の せみ ホる を おへて 《 ^モ$ 树巧 S 附较叫 化 化を が 



るかで あるが •をの 凤れ にせょ， 較 みが 邮を致 巧 するとい ふの がモ で， このが 邮は はじめの 
ろち は 巧 どな おのな ものであるが •前 ホが 巧 的を おを 加 化し， り然 のうちに K 衆に 巾构 らし 
い 「おが 新即 J を 巧り し 川す のです-これ にや、 巧 巧し 出した 明 •向 人 かが ルん々 わを 巧つ 
てん： $1 んで來 るので す。 をして こ S . 巧ん が， いつの 圳 にやら •お 巧 かか 化 ホを 大 かにむ 化つ 
た 巧 化の が 則を 没む する のです。 こ^ 轨閒を おが 機 糊と しぶが として •こ ハ柯 人は •义 WC 
か ホにまで 關巧 する 巧 のん を 枯つ赞 如と 巧る のです。 もうこ 知斟 には •义耶 なら ま邱 とい ふ 
か モの闊 は’ もろす つかり ユダヤ のを しげ 〇に迪 ひ. が 巧の みならず か-ホ 叫に もぶ：^ さ 
れる やうに な 0 のです。 おかが 闽を かひつ < した ユダヤ WW ん， IT のれた が： へて 化つて &る 
のは， 何とい つても アジアの 乂な册 丈が です。 が •彼らの 野. ザ 注ぶ に、 が 化に 邪 おになる の 
は、 ゴムをもなくけ木です。 巧がの御闊です。 ぶ那の巧^:^-ル^は’ 孫义のやうなお口劣^:ぶ 
はれた 人で さへ •ユダヤの 化が 述 刺の フリ >ィ1 ゾン^な U だつ たとい はれて ゐ るので すん 
ら 儿 水が ソ 断で ぶみ S 姐を 化つ けて 来たが かがが’ が 這に 化ら の 化 化になる であらう こと 
はぶか じ徐〇 あります。 それに、 视 が" 巧 か..；： « パト" ン ^浙： 阳 でも ホ 准け 脚で も 村す 



の 率ので も、 凡て ユダヤの. 化が か、 ら ないも^ はない のです。」 

「卜の 巧 話は ょく 巧 解 5 E ホます。 みで 义 •が 維 釣ょ いふ 窥ぷれ を 化た ごけで もな ながけ そま 

す。」 

「をの、 そら、 日 巧 巧 ホ も， 本 巧は ユダヤの おぶ でした。 巧 ー ホ 化 化大戰 のが 巧 もして わ。」 
「それは 巧い わ。 ぶ も， あの 時な 橋な 淸 巧に 化て 戰 巧を 巧した のは ユダヤ人 だと 邮い てわた 
が …… 。.一 

ウル タニ 巧は • 

「勿論 。」 

とちつて •言 盤を 锻い だので したが •をのけ は • T 化， じ" ザ 巧 所の あろ キィ タィス ヵヤ 
のま 通 〇に乂 ザが あつたので， がしい i ころで ぶは 叫れ て 了つた S でした。 

2 

そ 化から • 二 n ほどす ると， ウル タニ 巧から， がの 机へ 能な がかつ て來 ました。 ウ ルタ* 



四 巧 

巧は’ 例の なのつ •、きをしたくて 堪らない 巧 子な のです。 そ SU . なは •化 過 ざから 來る巧 
巧で おつて & たので したが， 巧 おを なして、 巧 やそれ ほどの 己 L も あ 〇 ません が， いつも 八 
巧 菜 巧へ 山 かけました U ハルピン でも’ まを おを といつ てい、 やぅた 巧い：！： のこと で L た。 

ゥル タュ 巧は •餘程 おとみ ひたんつ たもを え •化の がを なると 时 時に， 

「日 巧 巧 ホは …… 。」 

と 語り 出した のでした。 

「H 巧 巧爭 は， 化て ユダヤが 脚の 陰な です。 U 巧 同盟が 既にを の 前が なんです。 がくから お 
巧 進出に 眼を つけた 巧 か 米の ユダヤ 財幽 は、 な 時ぶ が滿洲 にが •むを 持つ 巧 制" シヤを 討た ざ 
るを 巧な かつた のです。 み：： 一: 時に •どぅやら- 卜 化ななぃ を 持つ n 木 も •出し や 张らサ たくな 
かつ セので す。 そこで • U 本の カサで • a シヤを 叩きのめす とい ムお 策を ぶて， り 木には ぃ 
四 倍と いふ ホを を 巧し • n シヤ には わ ホの ものの 内な を おを させた のです。 この 本 巧の 招は 
R 本の ユダヤ 化に ホつ たと 言は むます が •それは H 木の 巧 化 主 巧 巧な 機み が、 をれ を 叫み を 
した。 义も •を 時 ホ 曲の ユダヤ 肘 削は’ 日丰 人の »ボ 強さに 巧ろ いたと ぶいて わまず がわ。 



そんな ザよ o なが わ 謁しよぅ もした おがは •あ ハ = が视 ホの 机 • u 本に をを 巧した 八 も，" 
シ卞の 巧 一み ホ 命に おを したの も •阳 じくを 巧の ユダヤ 巧 木ぶ 〇 K チャィルドの ホ 如で、 巧 
に 米阐の ユダヤ 时閒 となつ た フランク •フルト 出々 の ユダヤ 入の ジ H コ ゾ •シッフです。 こ 
の シッフは •ク ー ンと ロ エプ とい ム ドイッ ホ ユダヤ人と ヴ オルフと いふ" シヤホ ユダヤ人む 
巧め たク ー ン • B H ブ ながに 人り， ホ 巧の が 巧の トラストに 巧 巧し. ニユ J — ク をジユ I a 
)ク と 化した 巧で， 化が の闲 陪的ジ H I お 術の 贿 kAJ 化が の 無 化时化 態，； 巧が にけ かしてが 
た 人物で 卞 。この シッフ こそは •ヒル シ W といん！ 一: がの 巧 巧 巧 夕 から 川 巧 させ. ホ W じ：， 搁 
々がが なを」 を 作る とがに •ユダヤ 巧 本の 化 巧の 超 閑 {ホ 的ぶ 祀 をな 脚した のです。 こ^ ヒル 
シ 巧と いふ ユダヤ人は， フランスを ユダヤ 化す 巧め K 抑のを を 巧 じた 人构 で、 「化か 1 ゲ个 M 
巧」 の 永久の 巧を を 寄附した 巧です。 口が 戰 ホに 輔 して 化の 「化が ユダャ M 削」 5 巧滿 、巧 
や 暗 巧は 巧 ホく， 巧の B シャ かお S 咸か ゥ年ッ テの 極 おながを 助けてが てりみ と 術 嗅 3 せた 
の も 化ら だし •をのぶ で U おに 耽 巧を 巧した の も 化を です。 つまり 巧 米の ユダ卞 肘 W は •な 
々のみ 力 招随の ユダヤち 化 ホタを 抑ら せて、 n 本と 《シ ザと 術 巧 させた 3 です。 これは まあ 

四 だ 



の 六 

ロ シヤを 助けた フランス •ユダヤが 脚と • U 本を な 助した ぶ ホ ユダヤ 肘 脚し が、 うまく 巧ろ 
で 蹄 がをおつ て •日本と a シヤ を啥ひ 物にした ハです 〇乂も •"シ ヤ におして は •ド L クタ 
ンド 兰否累 の ユダて 壓 迫に？ る •がい 懷 みかゎつ た S です む。 f をい ふ ュダ 
ヤ的 震が ぁつた S で、 畏は戰 勝しても 佛ぶ に聲た た 形で • Jg いこを JjJ ," へな かつ 

たと 同時に •ロ シヤ はを 败 しても フランスを 顿勺 たがで ち 利な ぶ 場に 化つ ことが W 來 たので 
す。 をれ が， 世 巧ホ戰 とがる と •ユダヤの 陰謀け 愈々 が 刻です。 一 
「さ うらた です お戟閔 にも •お 蒜 苗 先 中-こふ ユダヤ 冀 家が むて， をを 風な こ 

とを 發 表して •ユダヤ 禍 について 强んに 巧 おを をして & ました OJ 

「御閣が滿洲事お3巧* ダヤ5;閒を人むな-^^つ.；^こ とけが常忆 い 、：^巧つたと没まず。 
たおで 乂 さう 懷 まれて & ますが。- 

「巧 化乂禪 がいろい ろな ことを 〇 本に おへて おむ ました わらね 〇 I 

「かしてた どかす 誘け ではぁりません が •ユダヤが 牌 巧に 艾耶 に乂が •むを 巧つ て わるぶ 米 W 
の ユダヤが 脚は •きつと 巧团に 何ら かの 化を しまず ょ W 私は •をれ がつ まり 円え W の 粗を L 



たつて 站 はれる のでは ないか 去嚼 をして むちす。 レ 
「巧ら くュ ーう でせ う。 丈が のか 巧が かは. fc ' ん リュダ ヤ 的で ずん， ^。」 

「だか •化は かう もちへ てゐ ます C 了ジ んら ユダヤ 的な.- が 八ん S をぶ 川す のは •り 心で 
はな いん i ね。 ユダヤ人は •； がに ホ 化 おぶた 撤 がし.； がに あ 八；；：； 乂な巧 本んで. が 巧を 
巧亂 し’ は ホ的椎 中まで 招つ て 了ん ん でず んら •をく わを ろしいで ず。 でも’ ある ユダ r 八 
が 誌 じ • U 术 には ユダヤん は 大してん つては むむ いが. ユダヤ 化が は うんと 人つ てむ 右’ と 
えら さう にを いて ゐま したょ 。 J 

~ぷはそれは本巧かもかれまサん。 だが， リおがこれからどこんと戦でずろやうなこ>-かあ 
れぱ’ それは 卽ち ユダヤと 削 ホす るけ です 如ら •がは はいろ いろな 化かがん つてが て おが お 
巧と して わる やうに 化 えても* 一が が ある 巧は がちに が网 一な で ル かに 巧る 3 が =^\ ハ. む 
の昭に 化れ てむ る 汲阁巧 神です から* 化が ユダヤ だとい ムザ かかれ ぱ •が 她を公 tK . ろい 
つと 现ム がは 叫ら かで ず。’ 一 

一な も その 巧を 〔がが 化 だとは 化 ひま サん- まつた くな 娘な WW でず。」 

の-^ 



巧 八 

々ルタ ニ 巧の 諸は、 かが 乂 K から、 いつの 閒 にやら 日本 薄 美に 變り •巧て しもなん つた 9 
8 

その 巧 •ゥル タュ 巧に かふと* 

「時に か 巧 大戦で ずがね。.； 

と來た 八で •化^ 熱心 さは おを た 巧 させた 0 

「あの 巧】 ホが お 乂郎の 本 當の席 おは 求 グに發 おされて ゐ ません が •をの 革な 邱 川は、 邮が 
ホ 巧 力 巧 雜巧化 だつ たと ぶふ 於-一-に •ユダ 个^陰 護だつた からです。 嬰す るに ユダヤい 険謀 
をり 心に 動い-しむる 巧 巧が あ 力 つたから です。 化の 考 へでは •あれは 恐らくぶ 州の" ィド 
ジ ml * 乎と 米 巧 C ゥ斗ル ソンを 巧が に 巧 巧 させた ユダヤ人の 大 芝が だつ たと 思 ふの ごす-こ 
- si はか S づ 和み SSQ 巧す. 5 ら 逆にな て S 話です が、 あ Q ザが 食議 なる ものは、 ユダャ人 いむ 
り 巧 巧です からね"^ 今、 W 陪巧拟 が ユダヤ人の 典で ある 幕は •そもそも あの 時から 的つ たの 
です。 をの 平 かわ 巧 八 ユダヤの 大 陰謀に ついては •エ ドゥー ド •ジ I •ディり ン 巧が 「柏 かみ 



18 塞 面を」 の 中で •可 巧り w 巧に バク a してね まずが， 来 だホガ をん な 生やさし いものでは 
をい と 化 ひ ホす。 サ巧 大巧で、】 ホ ひどい 目に をつ たのは， ドィツと！！ シヤ です が. それに 
つけても ユダヤの やり 口は S にお 巧いです。 何しろ あの 犬熙 の® きる おの B シヤや ド <ツ は， 
d ダヤ 人の 陰 託の 巧 ホで しわから ね。」 

「さぞ •すご かつた でせ う。」 
r 巧い の 何のつて。」 

ゥル タニ 巧は •かう 力を こめて 言ん と、 例の が おの 手投 を‘ たもむ ろに 巧 W し、 どうです 
とい ム やうに 化の ♦ホき へつき 化した。 

をの 巧 一 頁には， 

「アジアの ユダヤ人」 

といん がで， 

印 お 二 1： だ 00 

パレスチナ raooooo 

n 九 



ち o 

a シアが 二八 000 o > 

ま那 ごだ 00 
日 本 六 000 
ィラク 八な 000 
トルコ S 八 000 

滿洲國 二 •扣 00 C } 

シリァ ニ K 000 

ィエ 1 メン SOOOO 

アフガン ニ-一 0。0 

をの 他 一 CGC 、 

とい ふやぅ に當 いて あつた。 

そして •米 聞は、 な ホ お 000000 •ヵナダ ニ 00000 •その他 輔て 六む so 八 00 
ときいて わり、 巧 W のが じは • WOOOOOAi なつて お • y シャは 一； 八 九 0000 ■併が •巧 



は 一 ■扣 0000 •ドイツ 叫 0000 つ なつて むた。 

'杜を •が枯 とろ たづん サ たのは. 化す 利の 叫 化 000 •被が の 一--- 二八 0000 ，オ ブンダ 
の 一; お 300 わ ど 心が でを つた。 

こ S あ ザが •化して 化贿 であるか どうかは •化には からない が， さう 出 K りでは ないやう 
でぁつた。 - 
ホを 化る と， 

「ユダヤ人は， 世 ホのを がを 本と 工萊资 本を 担り •化 ゆるがみ に闊 みを 持つ がの 脚に 视ホ L 
ホな を お 巧せ しめ •ユダヤ人の 解 化と ユダヤ 帝闊埋 巧の 機 わを 化つ てむ る。」 

と醬 いたが りに • 

「ロス チ ヤイ ルドと ラサ ー ルと マルクス じ’ 一つ 义谷 じな 化」 

とぶ さ， 

「十九が が お！：；- が ドイツの カイ ザ ー になつ いた ユダ ヤィ、 は’ エミル •ラナ ナゥ •ゥ オルタ* 
ブテ ナウ， バ リン •ヤ I イス， フルト •シ ユヴ バッハ， グットマン， シモン、 フル シン スキ 



イ その他」 

I i をいて あつた。 

「ユダヤん は. カイ ザ I を 巧 かし •資 をを 巧して 化 化 大戰を おおした S だが、 みい 叫がん で 
をた". ンヤへ •レ I - I ンを巧 人 させ あ 3 ぶれ ホみ をを した. 2 も、 ユダヤ 知搭 謀です。" シヤ 
に 巧な を 起さ サ ，郎材 をな 利に 巧く 巧め に ユダヤ人 レ— ニンを 巧；；；： させた 3 は カイ ザ— だが 
なしを の おの 脚本家は -1 ダヤ 人だつた の e す。 化 化大戰 で； ホな けたのは， •つ イリ カホの ユ 
ダヤ け 間でした が、 そのな けを 峭合巧 側へ 投資して 又な ける J 一巧に* ザ佛獨 巧を を 全に ユダ 
卞 化して 了つ たんです。 ドイツに 革命を 坦 したの も ユダヤ人で すし’ フランスを ホ 化し わの 
4 勿論 ユダヤ人です。 あの 平 かを ななる ものが， がる 化构 で， 夕幽 の。 イドず ョ—ジ LJ ァメ 
リカの ウイルソンが •すつ か 〇 ユダヤの 抑つ 子に なつて 了つ たから •あんな あに A て ユダヤ 
お 間にが がな の やぅに 解 化された のです。」 

「ア -ク 9 力は たしかに ユダヤ 王 閣で卞 ね。 フ リ—メ ー ソン そのものなん だから" あの 押 りの 
巧ん な カル ホル ニヤな ど •すつ かり ユダ卞 だとい ムぢ やありません か。 I 



「あず こで 反 おのな ことを 云つ た 日には •かず 巧 巧され て 了 ひます。 化は， あの 反が ぶの プ 
才— ドが. ユグ ヤ时閒 からつ け 化 はれて わた 事 や •をの ユダヤの お 巧 用に 巧され た フランス 
の n テイが どんな あにつ けな はれて わた かもい ムポ をょ く 就つ' て わます。 しかし， 何とい つ 
でも， ユダヤ人の 大勝 利は •ロ シヤホ かに ホ 巧した ことです。 の 化の ロ シヤは •化て ユダヤ 
人が 站 なの 地位に ぶ 娘つて むまず。 例の 麻が ぷ動 つてれ も •をの « はが 械 のな ュグヤ 化述刺 
ぢや あを いでず- ^0 が •をれ につけても •ユダヤん は ホな や 耽 ホを おらへ h- げ るのは 卜 平で 
すょ。 まみ • n シヤ ホな をは じめ か ザが の お ホ ホみ も ドイッ ホ かも 巧を 彼らの モで やつた こ 
とです。 ドイツに したと ころで •リ 1 プ クネヒト にしろ • 。| ザ •ルクセンブルグ にしろ 
ク * 卜 ，下 イス ナ— にしろ •ホな の 立 巧# は 化て ユダヤ人 ぢや あを いで 卞わ〇 化ら が •ん—- 
ホロを つけて ゐ るのは 日本と ぶが とです が • H 心には とても 巧が 化たん と 化た ハで， ぶ那へ 
巧 おめ にがき かけて わるので 卞〇 それは いろいろ ながで やつて わるので すが、 がかが には 失 
か米から* を々め化巧的には"シヤわらもいムキでせぅね0 あの化巧中にユダヤがをか^処 
して わる ホ 闽のプ ナイ •ブリット や 巧 苗の ユダヤ人 化な ± みや ユダヤ WW 協 おや フランス 知 

ち 二 



ぶの 

化が ユダヤ 村 熙やポ 了 レ •シオンな どは、； S り k 抓 や 巧 姬や八 ノィの ユダヤ •クラブへ がを 
をを して ゐるこ i で サウ 。 J 

ウル タニ 巧は かう いつて、 底 化 深い おちを た、 へた。 

化は •をのを •尤 おや 巧 港に ぶ六ヶ H づ 、谎 ホして H 本へ おつた。 . 

W ル r はつき 〇 とは 号" ひ 切れ もしを いし. 彼らの が 巧のを 貌 がさうた やすく 化 速さ U る 巧 
の もので もない が •ウル タニ 巧の いつた ことのが でない が だけは 確かで あつた。 

がは， 今 ホ 支那 お 巧が 勃發卞 ると！： 時に •ウ ルタ 三 巧へ すがを 川した が， どうい ム 巧け か 
ホ ガに逛 ザに 巧し ない。 

なには，# に ウル タニ 巧の かなが， おが かりにな り 出した ので ある。 






支那に 唆 付いた ユダヤが 閱 


現在の ユグヤ 巧肤は •凡ゆる 人 狸の が 合 肺で あるが •をの お 木 系統は •ょり アジアの であ 
ると ぶ はれて むろ。 

ユダヤん は •バレス チナを おはれて けが. W が 中に々 化が なし. 丫化吗 が ル 八 ある 所なら 
ば 何 おにで も おる やぅに •化を 人 US 化む. i, ならば •何 おにで も 化んで わる。 

而も’ 化ら は 化が のどの 闊 家から も. 排ザ さわて むろので ある。 U ， 地が k の W 灰で、 ユ 
ダ V ん排 巧む おかを 博たない のは • n 本 だけで ある 0 

を Q 巧 川は •ユダヤ人を 歡迎 した U •ユダヤ人に 利 川 さむた U しわ こん.- かない からだ。 

を •円本と ぶ邢 には’ が 二巧托 ユゲ ヤん^ むろが •これらの ユダ ^ 人と n 本とは’ 

ぶ t 



巧の 關 なもない 吿 なので ある。 

ところが 滿洲ホ 巧な 米 •アジアの ユダヤ M 側は， H 本に 反ぶ を 持ち出した。 それは， 彼ら 
が 甲 < からを 巧を 化 ば L てわた 「ぶ 邪の あが 一を 円 おにが つけら わると 化つ たからで ある。 
而も か， H 本は， 滿 W 閔に 巧す る 化ら のがな 卽ち 巧ぶ を、 あつさり と 化 結して 了つ たので， 
巧ら の 反 曰は な々 おまつた いであつた。 

この ユダヤ 时 削の 反 H は. 阁巧粉 班に がて 如 巧に 化 おし セ。 何と なれば、 阅巧喘 盟のホ 巧 
の 多 < は •ユダヤ人 だつ たからで ある 0 

かの 9 ッ トン 調ぶ 巧の • H 本を 課 ひた リットンが 吿 ぶを 作 おした のは •調が 谢 の 祕巧 なで 
かホユダヤ人のハ》スだと一占はれ， しおホ巧巧時锥んに：：：本のお：：をおルにな似したラハ マ 
ン巧 ± も •ユダヤん である。 

その後 •日本の 乂 階は 巧に 巧す る ユダヤけ 脚の 技が は 愈* 本が 的と な 〇, 巧な か府 の、 む « 
へ 巧く & ひ达ん でむる おか 似と 協^して •がか パ义宋 文を おが-; がり 化 n に 油を を、 い 
でが わが， H みが K ユダヤ人の 巧 逸と 防が 協を を 化ぶ や’ かのを の M 力と を 傅が と ユダヤ人 



が 既の 化て を热動 負して、 反日に 架 o 出して ホた。 かくて •なえざる ユグヤ ホ w は ィン ダナ 
ショ ナルと， サ 巧- 个か 論と •が 巧 力と， かを ホの 巧げ さを 巧 おとして. だ H 戰巧 にぶ h つた 
ので ある 0 

そこへ， 今 ホの 丈が 巧 巧の かおで ある。 

ぶが に， 册 をと 野、 むを 巧つ がの ネい •快な かけの 歐米 ユダヤ人は， 化 ゆろ がで •'权 りを 强 
化 巧 大した。 

そのが もな 現れは， 夕系 ユダヤ 时 W を パト n ン する 巧な 政府 W 化 H 逆な 傅と •ユダヤ ホ 
巧な に 牛 巧ら れ る* 树巧腳 既の反 H の おきと である。 . 

何しろ、 をホ佛 がの ホな 人 巧 中には， 化す ユダヤ人が お •就中 巧 叫は、 がが のに ユダヤ 化 
されて わる 現 化で をろ k に •な 米の 巧な 地な か， が 削れ •映ぶ がか 所 巧は •令が ユグ 
の もの だから • K 円が が 時 ずるのは 巧 巧で あらぅ。 

化 化は、 今々 のと 耶 がが にがて •ユダヤ人 阻を、 巧ら たじ 进ぶ する 必 がを •巧 切に 感じ 
なければ なら なくなつ た。 

お 化 



ホ 0 

ユダヤ 时 ra は， w ホ 大视 にかて 聯な 巧に 巧 巧し、 百 利を 惟 巧し •つ ひには の ホ^ さへ も ザ 
中に がめ. 化が やか 待述を ユダヤめ にリ ー ドした が • W シヤ ホみ にも 大巧 地を したと いはれ 
でむる 0 - 
ユダヤ 肘 W のが 跑をお 巧に W つて 化る と •一六 00 ザ パが、 巧 巧に 並 W し • 1 八 号 一:1 ザに 
及びを をに が. が 的 •化 ホのに-印 おを 化 化した 义网 が， 庵 ホのを 速な お 於に 化る が鸣の 脚た を 
先 づま耶 にぶんょ ぅとして 起した 阿片 牌 ホから， をの 巧 勒は閒 おされて むろ。 - 
一八 w 二が 八 H に •阿片 戰で昭 利 S が 化で ぁる 巧な 化み かが ぱ むた 3 を 機な として' ぶ闽 
巧 ユダヤ M 脚の 巧す は •どつ とぶ 邪へ 化 人した。 をの. 怯、 节お投 巧 •化 ホが 次 •がぶ 化ぶ • 
を 補 巧、 英ホ ユダヤ WW は •ぐんぐん 所期の n のに 巧 逝した。 

そ 3 巧げ は •支那の 巧 柄が がの ’ K 夕 巧閲述 動， 反ぶ ストラィキ のが 也が •巧 巧な 化すを 
# げて訟 明して ゐ る。 

ぶ 系 ユダヤが 脚は •即 化の； S けを •たがのに- 乂 W にな 巧し •ぶ 耶^ おが も •ホ 悅ゾル デ a 
ア も. ホ なみ も •南な 化が も， 巧な n - し 没が 中の もの-^- して- 1 つた。 をの-なめ にな こけた 八 



十陪の 巧玲は •サッ ス —ン MM としては 巧に 巧* たる ものである。 

その 削に •孫 逸 伽は •ユダヤ人を 中 •むと する フリ ー メ —ゾシ の英邮 A な 〇 .、がか パは おが 
かのを けれつて 化ら の愧 化と むり •浙 ：：： i が 牌の 宋 •ぃ义 は 化ら。" ポットと 化されて 了つた。 

ユダヤ 时 W をが 攻 もす るが 闽む府 は . U おの 史邢に 巧す る 巧 おを 呢迫 するな めと、 ぶ邢知 
を 全なる な 米 化の 爲 めに •ま那 に 巧して 巧つ てわた ある お 巧の 站化 灿を怡 てた 〇 •化 ホ 的に 
政のを 後 巧したり して •協調な 策に 川る と共に、 贼る阳 巧な 惟制改 中に 架 出した 〇’ 巧 U か 
巧に 巧枯 のに 參加巧 巧したり した。 

殊に •お 制改 ホには •巧闽 の W 化 脚 で’ 化閒 ユダヤ人なる リ ー ス •"ス 协 + が’ ぶ祁巧 
一の ユダヤ お 脚の-た 巧 サッ ス ー ンと W 謀して •り 分 わち 3 利な のなん にかむ した. 化 ホのに 
は. 巧 n 化戰 のが 用をから 甘ょぅと したの だ。 

その か 補は •.干が 热 であるが •このな ホに 仏つて •旣に ユグヤ wra は ’ S かの！ は ゆる 
ゆると 怖け たらぅ とを はれて わる。 

か ホの がが Q : 城-初にが へられ •丈那 ユダヤ 时 M の 巧 地が りの 巧 刻 さを かつて わる n 本人 

六 一 



に、 可 巧り の セン セ） ぐ ョン t 引 起し セ 巧 化が ある。 

それは’ 上 おを を おとし、 れ州 •お呂 ’ち沙 •巧賠 •雲 巧を おて 央領細 甸の八 巧に 出で’ 
掘が 投 逆に 逆が しょうと いふ’ お干 お 百 ま おに寬 る大搜 おのが 無で ある。 巧 机は が 十 叫化废 
一 冗と 化つ もられて & るが， r ニケ 年 も 巧る の だから もつ と 化 おとなる かも かれない もの だ。 
この 計 巧には •一二つ の祕 めら れ たを おがを る。 をの-は 巧 子 江 あ 岸の 乂を 源を み 中に がめ る 
ま， をの 二は •卜 •おの 府來 をが ひ， おま贸 みを 印 おを 通じてな さんと する が •をの 一二 は、 巧 
日 化かで わる。 卽 ち， ぶ 器を がをから 持 込まう とい ふの だ。 勿論 この 巧 本 も， サツ ス—ン が 
引を ける のでを る 0 . 

この 閒 中、 巧 京 政 巧の お 政 郁長孔 が おが • n 木を デマ 9 を がら 脚 ホ 黄を 巧め になが を网を 
巡 おした が、' ホす るに 反 = ユダヤが 削 •化 ホ 案を 訪問して ホい わので あつて、 その プランは 
ホ 子 义去上 お ユダヤ W 閒 とが、 をを して 擦へ げた もので あらう。 

k 巧の やうに •ユダヤな 脚は ぶが に ユダヤ 巧 W を 嗟設 しょ ゥ A 卞る 程の 巧で •支が のユダ 
ヤ ♦丰 化を か阳 して わる。 



この s 丙— 件まで、 波ら S 璧 となつ てゐセ 送將か 行で を’ を 是らの巧¥ な 

0 て わるのは 宋乎 文で ある。 

リ こ KS 惟制改 ホは • f 生な から 二 费良吝 にし T ねる 支那 民 ホから • がゎを 
がな h げ’ミ 代り 忆、 頓— 陪磊 S 下 S 惟— へち 名を るが. ず 固と ユダヤ 时 
閒は •こ 基設黯 葦に 化 ミ’ がか 石篇 《 S を佚證 し’ 是 S 斐 常を 巧に W 

まう としたの であろ。 

だが •化 S ミに がると •替 Q 如 さ S 駕 を据ら さた 要 巧義菜 こち まこ 

を 巧れ で， ユダヤが 脚の 乎に うまく 乘 せられて 了つ たので ある。 

西 案件 Q 時 •斋 5 お 萬 器を おつた？ ユダヤ 厳で をる が' 午 ホむ 2 にがて 支 

邪の お 巧め 破產 をを 山め て わるの t ユダヤが W である。 

かう 献て來 ると’ 今々 S 每 巧で 肯义 巧を さ、； ねる むは •ユダヤ 聞 だとい ちを 
り •支邢 を 3 至 J る？ . d ダ 2 寡 案 だとい を K なる。 義 S 闻 にを がが 

にを み 出た ユダヤ 財閒八 化た の 手 巧は 货に乂 をい。 

わ 一二 



六 巧 

ま耶 にな々 して & ろ ユダ卞 財 削 3 紙 本部は • h おに ある。 

その 巧 巧は， 巧ぶ ユダヤ人い イ— ••子 イ— •サツ ス J ンで あつて •努力ぶ 中には •ゲイ クタ 
1 •サツ スーン •ヵ ドリー、 ハ ー ドン • H ズラ •ト ルイ 等が むる。 

これらの ユダヤが W を おを く 巧を， 巧ぶ 巧 日 だけの 晚 尚に 眼つて 化ても • U ン ドン S n ス 

ナ ヤイ ルド •サツ ス—ン 、ラフ 了 エル. パリの ヵ モンド •フオ ホ ト .で イけ力 5 フ レ— 凡 ス《 

セ グリ マン， ジ アリ I •ダ ザー ト ，巧 池の ナ エルチェ ー ター ，そして 阳陪蹄 盟ホ八 >-ゾノ| 
ル. ドラモンド， ハ.- ス •コンメ ン ，ライヒマン， バ ネッシ ユ ，ソル タ I , イ— マンス. レ 
1 ゲング 咐 .サイモン、 レ 1 ゼ •フェツ 七ン デン， ラム プ ソン， シム プ ソン， リトヴ >- 1 ノ 
フ •をれ から 义フリ ー メ I ソン 系の ゥイルソン’ ル ー ズ ヴェル ト .閒術 釣 •王化 巧> がぶ 擅， 
おかお •ホ 子义 等々’ 巧に 多 救に 卜 •る。 

こ、 にお 一々’ 巧みは 巧かなかつた か. 巧な 巧 巧が 闲巧 的に 抑 だ じ S ぉんぱ か U である。 
を巧に’ ユダヤ人が卜：：巧してんるフリーメ）ゾンの：：：的は. .り山ザ巧が巧をモットーに， 
お ホ 制の 巧 化と インタ ナシ 3 ナ か W が 化に あると いふ 杂を二 t りして •か 巧ぶ 邢 S ユダヤ 



肘 脚の 動向に 巧 円 されん がを 資んで 恩く。 


2 



六 わ 

新 巧 アジア 民族 論 


今日 アジア 巧 も S なかと， 巧 T ジ 下の が設 の問碰 が， ホが らしく かり h げら 化て むろ.， .ぶ 
ム おは， 巧 一々 か ホ 大巧が 化の アジア K 扶問 巧と 比ぺ ると 問迎の 内を i む 巧に たきな 逆 ホ^ 
あるので ホる。 

n 巧耻巧 な ホ、 アジア W 换の 一巧の 問埋は •をが の アジア W 氏が •そわを はつきぃ. ょぶ ぶ 
して わると ると に 柄ら ホ • お 帝 闻の巧 おの 械に閒 つて & るので ある。 ん U 水 ホ 閑の. 准 
ホ 的を ホみ こそ， アジアが おの ホ— プ であ 〇 巧 巧の めで あると 问时に •アジ 了 K 故り 巧 



义巧 姑を 叫 巧 する ものである 0 

口 本は ’ n 巧趙ホ S 巧に 化つ て’ 换洲 のをれ なろ がを であ-つ セ 全 アジアの 援に •がで 
の n 巧を 巧へ たが、 今 ホの ぶ 邪に めて は. おに 巧が にがに ^垃 的に •アジアの 视 巧に 巧 ホつ 
たので ある。 

ま那 を， そして 印 おを •をして 下 ジアを 冊を •な 米ソ 聯 のはが ひ 細めから ザ 化して •どぅ 
巧いて 巧 < かとい ム樂 は、 W 地た U 木の 巧な SII 巧で ある A 化に 7 ジアで なの 問® である。 

言ん を もな く H お-が 閣 は， アジ 了な 民族の なか A 進 肢の巧 乎で あ. リ •アジアみ 巧 八 ザか视 
なの 盟 ホで わる。 この ザは り 他 かに ホして 狂る ところで あるが •されば こそ 尙 巧に •，"，次 支 
巧：！*^巧の巧巧のち寒は， な*巧大なのである0 

アジ 下は •ぶ 邪の 巧の 义化 •闷 巧. っッ パ— ス 巧の サラ センの 文化 等の 併け る 化が 的义 化の 
峯を おか 甘、 疾 くょり ユダヤめ 白人 文化 fc か 巧した ので わるが’ これら 抗 かぶ 化は •門 \ 株 
の わ 巧 文化に おつて 化ら れ ，その 巧# ホを とを 本 主を と 円か ホ 巧は ホみ に •すがに 巧を せら 
れ •巧 巧され •房 巧 せらる、 なれを る 小羊の ぷ 境に 巧 込まれて 了つ わ。 使 かに がの. UKW 乂 

ホた 



巧 A 

日本 だけが ゆる 巧 關を巧 化して， 义 おのか 巧を 枝し •を アジ T の ホ— プも レて ク ns 巧 逃 
を 巧した r けで あろ 0 

が •をれ だけに •円本に 巧來 ずる あはが い。 が邮 には 梢が 义 つてむ る。 

アジアは， ィスラム 王阐 巧び 化 J の ぃ义が •佛 がの 印废が •化. 巧 的 .H 山 ホを 的 人 則が 树 邸の 
巧 普 的 お乂化 巧を がが とする 西が 义 化に 化つ て 描 就され 校が せられた 巧め，-;- 世が の 水い 削 
西が の 构巧的 梢 おか* なり •その お 謀の 巧け A なつた。 

をして 典 お慢な 化を は、 n が賊巧 就中 邮れる アジアの 御で" 化が 化 トーつた 巧 ー ホ 化か 乂戰 
巧に がても •化が として 巧いて わるので ある。 巧 1 ホ 化が 乂邸巧 •帝 化" シアの 单 なを 機な 
に， 哟お的 おが ヶマル. パシヤを がする トルコ， をして； 3 が 化の 巧れ た 化 ホぶ ジ卫 I マル •ゥ 
ヴ デン や ソザ •ヵンを 持つ た ペルシャが 巧 化の がぶ をけ •引 おいて 了ソボ ニス々 ン •エ ジブ 
卜が年 ホの ホ ミを 速が I たが， なし そ のれれ もが •お 乂帝闲 ド. 萊 巧び ソ聯の 巧 巧と なが S が 
の 中に あろ。 ィラクに も •阐 K 的ぶ 小バ プル. シド キーか W はむ •了 ラ ビヤが！ のがを 化い 
で 巧 巧に 化. 时 つたが， け 巧 ユダヤ人の 跑 平にが むされ， か 防な I くが 巧して y つた。 乂 ，ア 



ブ ビヤは， 常に ユダヤが 化に 化つ て槐 なされな 洲帝闷 ホ 苑の野 •むの メスで 卡た < に けがな 
まれて •統一の 巧を 巧 中獨 なの W 扶の教 黃を破 巧巧视 されて わる。 おなでは •ィンド • H ジ 
プ トに剌 巧せられ • K 化の 化の がな であるが- 述 がは. が 巧り じ 門な して ゐ るか-を 3阅± 
はいつ も お 閑の 巧 代が おのが をに おつて わる。 

けむが； をの 巧め， 巧つ てが 拔捣 神は ょりな くがく 機え ぶつて むる ので， 門人の^ から 
解 化される U もさぅ 涅 くは あるまい。 

化て ra がは . W 跃 の 結合 •稱 結の 力、 巧 巧 辟 神の お 拐に 懸 つてむ る。 卽ち アジア お 神の 問 
屈 だ。 

が W アジア だが のち 巧と 巧 持は •お 面 的、 わ 巧 的， 掛械的 •向山 ホ 発の •個人ち 巧の •が 
ホ ホ 巧 的 巧 M 述な 巧に 巧して •逍巧 的， 创 なめ， サ かの、 美的な 7 ジ 了が 神を 傅が のじ おつ 
でね る ことで ある。 

なお，； 一道 •ザ か， 正を， が进は 神道の 闽 ，孔子の 阁 •佛 おの 闽 ，ィスラムの 巧、 ヒンブ 
••の 因の 化て を 通じて S 、 アジア 巧 神の 美で あり 茂 〇 でありが さで あり 巧き であろ。 

ホ 化 


セ o 

巧に’ アジアの 巧 巧め 巧が たる 巧く 巧 かづ けられて わるり；^ 巧 帥は’ 即 巧に 巧 生した 佛 w 

ち 3 な 主 お 巧と お 巧 Q 宗お t ' l 同化—’ 义那 S を 3 かへ 中 S 唯窃著 ち 堂な し-ルを 
み 化し’' 凹洋 人の 人 即巧树 がをお 洋 巧# ちに 藥惦 中に が A わ。 

巧し. £ を ホ 巧みして’ その 時 IS かく： 而も 寫 のな？ 麗ホ 帛の あにめ 
ける 化を ままを やんで# \ しわ ユダヤ 的 キリスト がは •つ ひに H 木の が 神の 将 には 何ら 样ナ 
ん るに 至らを かつた。 た ご， はつき ゎと 西洋 的が 跃が进 &、 アジア 稅 神との が 本め を 巧た 化 
サ たどけ であつ わ 0 

ガ から これを 巧 族 持 神への が 巧を ホと してなる と、 キリスト かは ぶ 邪に 说 人し C 中- 4:^ も 
巧 (長ち 姑の 化の かき〕 を お 巧し， ボルシェ ヴ ィキを ボ A し、 ボ閒 にお 米 化が 化 おを W もつけ 
日本に め 了-一 IE 窒まと 化み 義を誘 巧した に 過ぎな かつち 巧つ て 夏は.^ づ 佛巧ツ ，が 
ん された 巧は， 巧ぶ •へき おで あつた。 

t の囘敎 尚では® 洋忘讀 の おかと ま 巧の 叟 なをつ た 巧ち キリスト 誇の アジ 丫化 
董が • S に 察つ て & ろぶ も •キリスト なを 指 巧して' て シアへの 陰な をは さしめ た 



ものは ユグヤ お 徒で あつた。 ユダヤ お Q 蹇 smk は、 サホ S ユダヤ 思ぶ に 化る 破？ が^ 
であ？， この 最は ポル. ン エヴィ ズム 妾' 通の もので あろ 從 つて’. 悅に キリス ふを 
S する がは 巧らぬ かも なれぬ が’ 巧し . M じ 「お 悲」 を說 いてち 佈 かと 寒 契の ある 
ホは. が阳 のは 皮 待 神の 巧 本の 相 巧で •おし 已む けめ ところでを らぅ。 

が， 巧て •ユダヤ 的 キリスト 巧 徒が •マジ 了 挺の 刚に •ョ— 。ッ ••'のか ホ、 捣 が’ を 
の 度て を W つけょぅ しわに も おらず. アジアが 帥 はつひに アジ T のはめ のな 州を もむ 
なかつた。 

そわは •マジア 巧 神が、 不榜个 屈の 大巧 神で あつて. '小 おに 巧 边的巧 W が お W わ/】 W けで 
ft ると 信卞 る。 

三 

ー セ乂八 ザち にい はれた ナボレ オン S H ジプト 遠征け， ナイ レオン 肖々 は ィギリス" 

にを つてを に投 つたが、 CS 霉は 近が をけ るィ ギ。； 地を 培」 &る巧 nf ん 

レ； 
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0 みを ら卡 •お 時の 列强 たるが‘ み佛 巧が 巧 化 ホを して •近 おに 巧つ てがらた なる 興 化を そ〜 ら 
しめた 0 

「化 巧 ホ 化を 大系」 を おした H - G ゥ 卫ルズ は. ナポレオン のこの 近が から 印 化へ 仲び 這 1 
—卜 へのが、 むを， シ イザ ー を踐巧 似した 乂ル帥 か 巧 酌 だとが 巧して むる が’ こ 八述化 あつて 
は來 約】 化が にがつて， 近柬 がな 洲 のがを のな に 吹き まくられ たがは が 巧で ある。 

この 列强 のが， むは， が 小： のが、 むが 中、 むであつた ごけに， 化 巧 化つ 執 拙を おめ た。 を L て 化 
ら のむ 謀と 術 巧は、 イギリスを ホ 人た とする ユダヤ 的な 郎が 巧がず るまで‘ 操り 化しが おし 
おけられた。 だから* ハンス • n 1 ルの！ 一:;: つて ゐる やうに、 「化 ホ乂 耽に 巧る 4 ■化 化紀 にめ け 
る歐 W 部 列 お 刚の巧 ホの 厮阴は 化て 化 おに 吃昕 すべを 脚が が あつた」 ので ある。 

がみ 乂戰 W の ドイッと オ ー ス リアの が 巧は 「ベルリンょり バグダッドへ」 であつて’ 卽 
ち. をの 巧みを ル アジアを 通じて 化ぶ に捣乂 しょう. ぶして ねたの だ。 これに 巧して、 アジ 
アに 大巧、 むを 持つ ロシアは •コン スタン チ/— ブルを おだま 〇 として •七 ル ピヤから ア ドリ 
ヤ おにまで をの スラ ヴ巧 力を 伸ぱ さう とかんで ねた。 



それょり が •イギリスは、 T イリ ヵを 中. むに 街 巧を がけて ゐ わが、 印が でも 術 典を がが し 
でむた。 〇 人が， ァジァ 煉に 支が 印 化のを 睹 なな 椒と晚 火な 千‘ 地に U をつ けはぃ-め わ のは. 
十 S かおに 现 はれ- W 巧^が 心 S 知識 附 級を 刺 巧した ヴ ユニスの 乂 あ巧杀 マルコ •ポ ー " の 
アジァ 枚 巧 設が晚 く あ 就され る やぅに なつてから である。 

が •跌洲 列 巧の 化げ へのは ホの 粹 がの 料 心 かが 挽のに なり， 列 SU 冗 ras 岡 ホが お* 械规 
もな つたのは ，ヴァス コ •ダ •ガマが’ おで か烟 OS たが おに 巧 巧した^ をが かにして であ 
った。 

巧 SS インド U 巧は. ァラ ビマ 人む 巧 ぃぃボ ホで あつたが. 了 ラ ビヤ 人は ポ L トポル 人に お 
巧で 化 化して •じむを か卡 乎を 引いて 丫 つた。 やがて h 八が 紀が はじまる -' J ， ボルト ボル 人 
に 代つ て ァジ 下 だみ をぶ がして わた オランダん に， 构 ホい 邮 •がが W はれた。 をれ はけ ふを も 
なく’ 巧 W の おが フランスと 巧 巧と だつ た。 

卜八化 わの インドには’ もぅ バベル •アク パル や アウ ラング ゼゾの 架 A 巧 ws 力は 巧 どが 
0 てむな かつた。 十二 化紀 のぶおに， ぶ邢の 北方の 凹が K 巧 フン 肤と トルコ 化との 训 から • 



屯 巧 

巧 かとして、 菜 巧 族が 立 上つ たが’ この 蝴粗節 伶で 巧は おがが も 化 ホ 的な I 故は •巧 恥 デン 
ギスヵン及その化おに化つて代おされ. をのが岡は化火にして' 北まのを巧州と巧化ダーク 
ル 人 巧 巧 W を 占が した 5 を ホ はじめに， 卜几 キス タン •ペルシャ •インドを ぶ祀 して ゐ 
た ヵリス ミヤ ン帝闲 をれ 賊 0. 0 シア ボ をが つて 巧湘 北が にが 〇 •を n シア.^- ポ— ランドを 
征 巧して T つた 〇 だんら.— ラビア •エジプトけ ホの アジアの W 巧网 は、 デン ギス ヵン 規〇 ..ハ 
巧 小-と 化して 丫 つた S C - あろ。 

をの 巧 •巧 ホ阅 は々 列ん したが. ク ブライ ホ 下の 祀巧も •インドに 巧 卞る巧 みは 坤巧 〇み货 
した。 つま 〇佛 ぶは その インドに 巧す ろ おみ 肤の 巧扣が 妊へ たと ころへ、 朵 込んで 水た ので 
をる。 

歐洲 列が の 7 ジ了 征服の 乎 段は’ おがは が A としてん 0« ホに がみ.^- 耽閒を W つけたので 
ある。 この 巧の 巧 幽の所 前 「巧 人」 5 代 おを は . H レ ザ ベス 女王 下に 化が された’ お 化 的 も 
ら はつを b ユダヤの L ' むつた が 印 化な & 行かで あつた。 アジア U が 化の が 机 に 来 じて インド 
备 中， むに アジ 下を 化へ 入 込んだ のは. ザ阁の 巧に がける ユダヤ人 だつ た：；；； は、 巧 か ユダヤ人 



にを 荒らされて ゐる インド， ま邢 をは じめ アジアの w が 闷の狀 態を が？， け 化-レり をが グ深 
刻なる をな* 化は さむる ので あろ。 

一二 化が s -^き に ホつ て、 アジアは 白人の か闻 S ち おつて’ 白人 列强の 戰爭の 巧な 巧 だ 
つた。 

おし’； 7 ぉ 救ふ累 結局’；；#' 装 巧 A そ S 塞を 警靈 としな とす 

1〇 了 ジア 人で をる おは’ 限りを く 煤され ながら も、 巧い 7 ジ 7 枯神ガ けは 拾て なかつ た 了 レ 
ア巧 巧の 「現げ」 が 何ょりも 巧 巧に 訊つて わろ。 

ミ 

R 本を 例 か i して •化の アジアが 族は をのが ける 巧 神の な •拐を 忘れて わんを 4 はむか も 
m - ロッ パの エゴ イス テイ ックな がむのが と •形式的 當的 文化の 遗 口の 下に’ ぢつ 品が 
して わた やぅな もので あつた。 

そこへ， 一二つ の 立 -Ho の 機み が 巧 米し わ。 

モ在 
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その； つは •が 化の H 货戰 ホの 日本 わ 大勝 利で あり， をの 二は" シア ホな であり， 巧 己は 
み ホ ま邢が 澄の 大日 木 八 大勝で ある。 

をの】 の おな は •値 かな アジア 人に 化つて 策 かがを に •おも 她 乂を谋 つてむ た：！ シア 乂巧 
巧が を 化 せしめられ たとい ムお 巧で. この 刺 巧と が 巧は， を アジア がかを ふる ひ： んたサ わ Q 
みならず， 渔 巧の 化 アフリヵにまで あんだ。 

ロシアの 大作 絮 ドスト エフ スキ I は 「化 巧の 〇 記」 の 中で 「巧乂 な W 化は 總て 化.：' 八 中に、 
さぅ だ’ 峭 彼らの 中に のみが 化む おが か ある こと， そして 化ら は H 化 ゆる W 巧 八 化 巧に ぶつ 
て 進ち おての 民族を して そのな 化された む 巧の 肖 的に 鸿く ために S み 半： きて むる W をい じ 
でね る。 巧々 はおを の 立 一許 をす るつ もり だし 父 川 ホる とぶ ム巧 ホな 〇れ み；^ な こそは W 旅 則 
巧な ホ 巧の が 校で ある I とちつ て わるが， これは をの ま、 に乂化 W 於に あてはまる 八で あ 在。 

。シアは •その お 化ち 発と n マン ナックな 巧 美 ホ 巧 K 肤お 発を， アジアに が 巧,‘ i - ベく 化 
力で あつた。 i いふ 5 は •ョ In ッパ人 S 眼で 化れば ロ シアが アジアめ であり 淵 ダた からだ 
と 化る からだが • ft は" シアは アジア 巧 神に 化に 惟ぶ されて & たの だ。 



だから •ユダヤ 化な の ボルシェ ヴ ィキの 如き 蛛巧化 巧が" シアに ょきけ w を 化つ けたので 
をる。 n シアが • K ラヴ 人が が 化 的 巧神义 化に 化き る T ジア 人に ぶい 巧 山が こ、 にも ある。 

それは なの 問 斑 もして， リ巧戰 巧が、 どんなに 深く アジ 了 W かじが 巧した かとぶ ふ軌に 
いては， 巧々 はが 激を がらた にしながら •もぅ-ぶ お转 しての くが 嬰が あろ。 

巧 巧 インドで ぶ 動して わた ェフ •シ I •アンド リュゥ スは •みの やぅに W じて わる。 

「政 ホ 的 地で 械を觀 おして ゐ たものに 化つ ては •一九 〇叫 がの ぶに 化げ にめ ける が 火む お 
化が™ 近に 迫つ てゐる ことは 明瞄 に々 つた。 强乂な 泌助附 はな 述 にがり、 巧には 糾 化が 閃め 
き 川した。 りぷ耶 ホは 间陶の 巧 K 抜を して かを 乘 川して 化 巧の けがを けちち ませた。 典が 八 
波-:!? は 北 印设を 越ぇて 並んだ。 む も 遽阴の 村落の む W でさへ、 夕ぶ仲 ^ と する Au 木の 
巧 利の 話を した。 お 年 巧 アジアに むんで &た ぶる トルコの がが は 乂鸭の 内地では 到る おわ も 
おがな 巧 ホに もこの 報知は 巧き ぶつて ねる とおに 説つ た。 アジアは】 端から 他 端へ と 圳悚さ 
たがな； 牛の がは をに 化れ たので ある。 化 巧 巧の 巧た な 巧が； 5 つたの だ。 デリ— は问化 化た 
ょびげ がわ 巧が 化 巧の 化 解を 巧みく かおし 巧た わな 地が であつ わ。 阿 か 化は n シアの 股 化を 

た 七 



t A 

主として 巧 主 的を 地から 巧を した。 この 敗北は 化 巧 上の キリスト 於 諸 w お ハ做乂 を制齡 ずる 
かと おはれ セ。 巧® 巧 巧は この 刖 巧の 巧い な 策を 狂 W した。 アジ 下のを りの が kL . お 陥は 化 
をめ にを 巧した やうに 思惟され’ アジアを な构 にす る歐 洲人祕 のが 術は をに 巧ム をな つ わ や 
うに 化 はれた。 セィ。 ン から 日本に 至る を 仰が 阅^化 あし ホ •巧は が 地り にが ばれろ だもう。 
巧を がは 巧び 古い 巧 神 文化 のげ を •人が ホ： 一の 巧め に创 を W 米る の だ。 このが と 幻想を 巧と 
して 西 巧への 隸 K の：：： は 過去と な U •邮 して 獨立 .い U がが たの だと 公ん 化 びと ホ 结に雀 雄し 
た。 このが 望の あけ 方を が備 する 巧め ホく のこと が 巧 はれた。 あに か U ホの 妝 巧は これらの 
化て をはつ き 〇 とが 皆と しわので ある。’：、 < ンス •ス —ンの 「アジア 民族 述 お」 ょ 〇 一 
この E 火な がをは •がかに ホ 巧であつた。 

そのが 巧の 巧 はれは •旣に 一 化〇扣 ザに がて エジプト •印が にがて はられる。 义 ，北 アフ 
リヵの M お 的 お 精と •トルコ •ぺ凡 シャつ ィラン，) の 阿 あ 徒の 化 h り も •"シア 巧 凶を 巧妙に 
巧 巧に 陷 入れた ィギリス のが 迫に 戊んだ とは 云へ， その 巧が は •描な までが いわので ある。 
巧 二の" シア ホな は •ボル シュヴィ キの 自负と 陰な とに みらず •巧つ てれ ホ 的た トルコ， 



イラン 巧の アジア 人に •をの 化 動を 利 w された がに をつ た。'! 5 ち •トルコ •ィランは •化 化 
巧 制。 シアが 巧れ ると なるや、 n シア ホな 派の 編が とな 巧を 利 川し， トルコは ギリ.'- ザ占イ 
ギリスから がは され、 イラン もがいて イギ U ス から 巧ぶ した？ である。 

その後， をが# まで トルコは， 巧ソを K ホ 的 乎 段 A して 來 •イランは 歐 米の 巧 加で が戰瑣 
A 化して ゐ たか、 支がず 變な來 アジアが 神を 刺 巧され •おおに 到つ て トルコは 反ソ のれを お 
め. イラン も暗蛋 低迷 t てるる。 

化つ てまが 巧 皆の 乂 n 本巧阅 の 股 利が •一ぶ びり 巧め た；， ジア 諸阀に 巧す ろが 评 はり 巧 脚 
ホけ A に 巧 ホで をつ て， イラク •サゥ デイ. アラ ビャ S 獨 ぶ^ おがの チャンス となる ホは. 
巧 ひの ない ところ だ。 

スタ I リンは， お. 初 アジア W 扳のボ パ. ンエヴ イキ 化を 巧 想して， T ジアから アジ 了め む も 
のを お化しょぅ-^ かみ 「ロ シア ぞ なの 巧が ト アメリヵ" 巧 巧の 巧 神との おな， をれ が レ—- 1 
ンズム のげ' りの おな だ」 とぶ つた。 これは •ユダャ 化が の お 化と， ユダャ 的ョ 1。 ッパ 化® 
のん 费の ヵクテルの 中へ， なれを •> ジドト 巧 〇 込まぅ とした も； 2 ジ〇 

た 化 



AO 

そを み f .- 事 巧と むが じ •巧 2 マジアが 神が 與巧 化さたん つたのは. 餐 でぁつ た。 
しかし’ キリストが 的 かみ ホ ¥ ‘窠 のな 卖が檢 化し t た ユゲぶ ホな がは • i 
口ぶ 巧 愛 i 的 至 1 _1 K 卜 たち K も 沛ん」 ’支邪 S 接？ が" た. ソ け/ ピこ 
も お 巧を 寒し ち 夏 為 まて 妾は 孚が にがく 縛" し 家. 阳指 神. 扳 親。 
サ めに’ 窠 s ? ソ輸 S 紫を かけ むて &ろ 丈那 2 : 部 S 米倚餐 "ぶれ 苗け’ 
案 誤 まを 凄 二 中 を’ 7 ジ了 接で* る晋 .やがては を お 芝で ホ 心ろ。 
へ， ホの 寨事 皆は’ 大設 S 義蠢 おで— と 巧に’ アジ T 諸を が S が 主 S て 

る 0 

この 拽に管 おか 巧阁が 化かの 援が 化の n 巧の 辞の な 只 中を 叫 巧が', V . 化倘 脚を 
中 ミす る 韦爵が 化が' そ SS ィスラム、. 平 か、 持 神に 仏 ミ •瞧 一が がた 节’ 
錫 =’ 巧 ： んを モット— として 化 巧で つたと いム 寒' アジア か 个の辛 が 
る 巧 発 3 巧い ものが ぁ： シ。 

ま那巧 TT 涅巧 郁ぃ お 巧 K し W、 gg ; メ てい お 神 そ g ま、 にた W 化 I . 7 ジアの な 



めの アジアの 聖義 にな 卜： るなら ぱ •ル裝 •中た アジアの 化邮货 ^ に巧卞 る；；：； をな 一た トーナ 
力と なると 巧に、 巧を， アフガニスタン •ィラン’ トルコの W ぶと がく お ホして 「アジ？' を 
巧ム 巧が」 を排 がする 巧は •アジア； が 化は が 巧の わにめ てが 化する のでを る 0 
今 ホを 那が沒 を チャンスに •がか にがてぶ 邪 M か 化， 印ぶ M が 化 •印ぶ 巧 化が、 W 巧に W 
キリスト お稱述 動に 化 ko •巧 水に めて 卜凡コ が ホが 巧む と紹 おし. ィ ゥン •ユ ザプト .ィ 
ラク， アラ ビヤが 反 义总識 を 強化し •化 アフリヵの！； 巧 化か W 邮でモ をが むして わる c ' i 化 
吉 八が 叫 H ぃ U お 朝」 とい ム化歷 は.，：： 人に かつて 一た が おで あると M けに’ 化 ホ， 
お？£， 文化， 化がの化瞄に巧たなが化を巧らす巧化である。 

をれ につけても， を アジア W 故の 范 ホの お 巧を たる 大 り 木 巧 W の 巧な 化 拭は •な々 W ただ 
み-ぶは なければ をらない 0 

巧 

r 巧 典」 の 夕に倘 ずる 巧 おは， 化て がな のでな けれ ぱ ならない。 こ、 に削进 のみ. •ムム 八は， 

八- 


をの-:^换のお神に、 す巧に创进菜のがすることである〇 

了 メリ ヵは •巧树 か S ぶしち 大を 本辛闊 S 巧 巧 ぉが •ゴ パを 碰れ £ 
が 的な I 大巧 族と をつ たのでは ない。 季 るに’ ユダ 卞 S 本ち も 人的 向 蛮発襄 ずる 
反 マジア 巧 固に かなら め。 巧なる 中年 英 巧に 地 ダない。 

おお 辟 神 £ 雙朽巧 そ 2送餐農ぉ3 養 長撲 なく’ 要は 詔なる のか ホ 

ホに 巧 はれ T ち 8 そむ 円ら S を ST を ゎを？ が 除し T’ おに 所 典 S がを パ て突 
をして ゐ るかを かに ある 0 

おつて 冀 L 力 & 巧な ど 占ぶ をは’ 管に ななに 燃ろ 察摄 がた るか 時代精神 であ 

る 0 

だが この 巧 神の 供 源 大本は. 時と 虑に 化つ てが 化する やぅな ものでは 勿論な く， 水ぷの 
アジアが 乂が 神な S である。. 水 逸に して かも 化氣 送. ぶ 化に して 一 忘な 7 ぶ 詩 C ろ 7 
ジアの 巧 族巧种 である。 

そのを もな 乂を 例は’ 日本 特神 がを 一： ルして ゐ る。 



な洲 には. フランス ホ かと 山 •。シア ホな とか 五 ふやぅな .わなの ブル デ 3 了が ホ や、 た 
わめ 货 ホは あつたが • W 故は その 招め に， 3： ハ 盤 ホ もして むない。 却つ て •巧 お 巧 帥を 叫 ク- 
にし •々裂 さ 甘た だけで ある。 

そむは ッ ランス ホな や ロシア ホな のが 巧卜 化が ば 判る がで あつて •フランス ホ 命は 円 山 Q 
をに 化つ て •闽 巧稱 神を 階 巧 的に みがし •たぉん らお 靴せ しめ’ U. ンド ホな は • WW が 神の 
巧 化を •唯 物巧證 化の 石 肖で ィンタ ナシ 3 ナルな ’ W ると ころな きが* 化して 了つ た。 

ホに’ 巧 族の グ "レ タ a ヤの解 化を 叫んだ ボ A シ卫ヴ f 中 巾な は. あわてみ の 巧が にお か 
た 巧は しめ， ユダヤ 化 八 化 巧な き闲巧 ルンペンと して 了つ た。 

をれ は跑も •フ n ィドの 巧 神 ヘリが 琪が • \ 拙の 個人的が 神を‘ W 化 お 神と 引が してみ 巧に 
々がを 巧ね る こ. に 巧つ て* ん训 を' 巧* の 巧つ でみ 化して r つたみ ぅな もので をる。 

凡ての 唯み S 提 ザの 口め は. 向山を 巧と 明な ホ 茜の みの ドに’ が； ある もの， W ぶ ある も 
の • W 换 巧が をろ ものを が 巧し々 かせし める ザに ある。 化 ホい 化 n そがを 親ても々 る 川 〇, 
ホ 化が 力の 浸 人した もころ には •から 卞か閣 へ 八 W を 故お钟 S がかと 叫 X 巧ぶ のか 巧 か 



、 4 

けつて & る。 h 换お 神を •お 巧に， 间を 的な も Q - v 规 ’ I 巧 的 生な の も ハと がし’ 义リ ：んな 
きも SL ‘ 即 '論 づける ところに 、マルクス ホを 巧拔論 のな がが あるの だ 。コミンテルンは、 ぶ 
巧 人に • W 肤解化 i 树巧 ホを を 巧へ 化む おに 化つて， アジア K 巧 巧 神を 悅ぷサ しめ、 か 巧 一： s 
ん 村の 义 しき 岡 中を た 巧せ しめ •則 閑を ホ 化 知 中で 解消せ しめんと した 0 
W 化が 神を かは しめろ こと •これが たづ 化 ホ ホ 発の 映な： 丄か のが j ル だ 0 
が’ 巧巧ホをの化のが-^::^と：丄かは. おも4-化化おにがて’ 3-!1ッパが7ジ7*^^4--をなぶ 
が紹 巧が 义化 的を がのに 化 服し ょぅ もした ことが つ ひに萌 妍 にがさん として わると W が • T 
ジア 巧 神の かでは •必ら ホ 無 かに おる もので をる。 

ョ — U ッパか •おおな ザ 閒に アジアに & したが 巧のぅ ち.- ホた きな も ハけ. ョ I 。 ッ パ’ > 
十 化 化が 小に 巧 把した 闲》 ホ おで あるが， そのが 巧は：： い化ホ 地理のに あつた ピ けで •が 帥 叫 
には何の &ぽす 占 ころもをか つ た。 をれどこ ろか》 り木などにめて は. がつ て ョ ー U ッ ’ 
でを い闲 みおが •巧 巧 巧 孤が 料 おとな 照して わたので あス。 

こふが 式 的 li 巧 ミ5£ 葦 ミむ る 薄為热 CS み 送を 了 重 ごぶ 



る* ころで をる。：！ じ 阳み镜 励 u でも， ィぞ u ス などと 日本と をく お 巧 的に 机ぶ する 所け •で 
ホる。 

アジアは ，， T I " ッパ义 化 5 が 巧を でけ る 巧に， その 陰が の 温が となつ た。 而も 义化 
の ょそみが は 祝 化：！： 化 [たが， にがは 化贼 つてで つた。 それは が 神 力が なへ てわな^ つた 如 
ら だ。 

ィスラムが 化は’ ョ I " ッパ のが 略に 观 つて. 卞 リスト おのが ぶめ が ザを 强 がされ わ。 そ 
S ホは 多く かな 巧關 とが 閒 のた 俾に 化':' てな さわた。 なし •それ も 只が ぶ A 而 に-^ ごまり W 
托ホ薄そのも^^は化してが巧を巧けなかつわ。 それどこクソか， がつて闽夕のぶ巧は* ^化も 
淀の お蒂 だとい ム おを はつきり 円を した S である。 こわを 化 ホのに 化る >- ，けに 利が 中歐洲 
ホ 化 S がが^ ドには たたが， W がと しては いつでもな h がる ザの 川來 る餘价 とか 巧を かつて 
わた S である。 お 青のぅ ちに， をの 不 なのが 神を パて， T ジア 闊 みを ザ 誰して むた の だ。 

がげ の.： 一： 小が な 中 ザけ， 貼阴 のが 化と お 巧の 釉 なを U め して おた 一— こ S 1： が S ホ W ,い が 
ひ ホは. あろ お 化まで 化つ て 石る。 しん I •こ^を か ホぶ ぶ」 はとい ふと， 大 々巧 勺て 

八ぶ 
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ち r 刖 段の 震 r アジアの 寒 共 巧と. ホ遂 s . 个 s め」 「援的 じ お戰 して 装」 と 
いふと •ず つん 〇 なて はまる。 

? W 化 S 援度窮 經託禁 おを め 兵 若た 7ジ 品 SC とち ¥ ; 巧 

巧. S つた お 化は’ 卜なの 震で も 巧が された と 化ム が. こ、 に 云 ふが？ は' アジ； 

故の 爲め •浮？ -f 摩？-: く 姑く S 」 てゐ る； て SS 寡 f 冀- して ゐ 

るので ある。 

おさ？姜に¥’寶'アジ了技のお神美，^;その發度の巧びにがいて霞したか. 

巧 < •か S 人抑援 SS 摸 的 S.S 狀を 奠し、「 57 S 器 SS」 にがいて 

をいて なたい と 化つ て ゐる〇 



日本の 思想界を 攪亂 したる ユダ^ イズム 


最 巧* 巧の i の 間で 巧 巧と なつて ゐる やぅに •巧 囲のを 商學 府帝大 のを お W 巧が が •がが 
めに 「挤 日」 「反 国 描」 の 巧 問の 本替 であつ たか どぅか 速 巧は 出 ホ 化い が， 巧し •ユ グャお 
なの でを つたこと だけは なかで ある。 

巧 巧を まとす る 巧は 例 ホ だが， 他の 巧 部と 來 たら， 何でも 波で も •な 米の 巧が •巧え ザの 
榮巧ザ ばかりで ある。 巧を をな 化する のは 先づ ょしと しても、 が义 宇な がに 到つ ては ザろ ホ 
巧で ある。 而も， 巧 じ 巧 文字の 本で も， If 米の 巧 巧のを いた ものなら •可ぶ 〇 ドらない もの 



八 A 

でもな 掌る が. 某ん 《巧いた も ハ - v たるち ホ树 で SK ならない 5 ちは 選ない もい 
ム巧か ある。 ホに* が*^ やぅな 化巧獨 ザの ぶの ザ RU などは-かて お 巧す るが を パて > 巧が 
の i ホ 化と おへて & る 巧で さへ 化ぇ る。 

こむな ピ '•も •がら ユダヤ 化が のが 巧で あつて •この 化 あたる や. 姐 も ユダヤ お出 パ'’ 化， たぶ 
巧が をが 化と し •がおかに 獨 を 的なる が 如くで ある。 

ユグヤ 化が こそは， ホが はかの フリ I メー ソン か 化 燃して むる がか <- 門 山 •卜 巧’ ホ，，.， 
で 似 嫂 さむて みろ か •巧は ュグ个 W 化の 他 W 故稱 一め-が •巧を り 的と するな おが. 巧 ホみ をモッ 
卜 IHJ する。， . y 化 巧であつて、 乂か 魂^け おする リ 本な 神む やぅに， ぶ 旗‘ むむ k にぶつな 
のか ホ ザ かを 望む ものでは ない 0 

巧 ホは.. 水い 削、 跌 ホの 巧 風を’ お 化が にがが する ことに 仏つ て* つ ひに リ本巧 神と 巧な 

がな ユダヤぶ がを 徐人 L て乂 た。 卽ち •巧乂 の 巧が な マルキスト * 〇 山ホ酱 がらは が 知が を 

の もに この 巧- •り 仁 お 利を •ユ ダ节 のむ 巧に 化つて， 沙巧 たにを 〇つぷ されて 米た ので あ 
る 0 



ユダヤ 思想は •がが のに •巧 反する ものを M 巧に 持つ て & る。 この ww ずる 思 粗を w を こ 
持つ と 云 ふのは •むな の巧理 をが て 二分 せんとず る やうな もので •如何にが 强 にわ ばつても 
が 局 円 己 お 巧を お起して 了ム ので •をれ は； J 度 A ダヤ ィズム かぶれの 巧ぶ 川 心が ぶな どが 阿ぶ 
を U にしながら 本 米の 閑絮を おれて T つた 〇 •ホ 巧を のへながら 獨蒂 のな 排他 ホ お ホに なつ 
て 了 ふのと) 於で あつて、 この ホ闲 化に、 ユダヤん は卜 数が ザの ぶが.^- がぶ 本-に 或の がた を 
通じても、 つひじ阳家を樹て巧なか；^た的である。 

n 本帝闲 には、 結 巧に 人れ ては ならむ おお 2 化が である 0 

ユダヤ人は •そのな みのれに •夕年 巧 巧の ユダヤ 巧风を 巧て ないから、 W お • M ぶ 谢結機 
關に， フリ》メーゾンを利川し> たうム」うこの闊巧が巧おれに巧臨して了つわ。 フリーメー 
ゾンは •な 晉 娘に 打 川、 ホ 等、 がを とい ふな おさうな 青葉を 化 川して むろ か •こ^は 化かげ の 
を 巧の：：： 的 でれ る ユダヤ ホ義 のがが ホが を巧談 しょうと する ぶが であつ て、 こ^んぶ 的た で 
しい 迦 n をな しながら • 巧の 巧 ホ 化 衍を惦 .巧し、 化ての 州ぶ を ザ モク ラシー；；^. さろ とし 
で わる も， いだ 0 



そがが 谎棋 じは •ユダヤのを なであつた 巧み 大巧け 米’ な ホの フリ I メ— ゾン闲 おは • A 
♦もして デモ クラシ I 阅 とを つてね る。 

ク H ’ H 本 巧 神な： 巧" W おとた つて わるのは •此の 神化 鬼 沒のザ モク ラシー である。 所 調 
ちり. ィ おとは この デモ クラシ— なる ユダヤ 化 化から 山 半ず ろ も ハで をる。 

现代 何と •ーア モク ラ こ一 化 お {おのみき ことで あり一 か。 刖も •ユダヤぶ おの 巧を 巧を 巧が 
された' 巧け で •なゼ あがに 媒 ぇない。 

ユダヤ ホ おおは •金の 化しい がは- フリ I メ— ゾンへ 去な. 俾 し’ 化が 朵は その お ホと して 
「6 山 ホ お 者」 たる： 5- しとを おしてむ る。 そして 义 ’ W 化は. のく 巧 巧 ホ 巧 なれ •と ホが し 

で わるり 

ご 一を の-は • A ダ ヤの即 化で あり •その 二は， 闽 K 巧-!: のが 乂 であゎ •その 一; j は， 閑ぶ か 
なの 思ぶ である。 

凡て， 技 ナシ 3 ナ リズム だ。 技巧 巧々 化 だ。 ユダ i - 化ぶ は， んづ W てナシ a ナ リズムを か 
はせ る こ A にある 0 



巧な おつた •帝 大巧の 人 K 邸 お w 埋な ども おぉは 速い t . -巧ム。 

問 邸は •ナショナリズム をを 巧した ことから かを L て わる。 

n 本に も •フリ ー ィ —ゾン のな： E ホな：： 5 が， みなから ず かる H ； 即 くが’ 何にも 知らぬ ぅち 
に、 がみむ になつ て 了つ た 化ぶ ぶこを •何にも 知らぬ ぅんに •巧ぶ を 化けさせ るから， おも 
おそろし いので ある。 

ナチ ス巧 没が‘ 义化闻 巧を 巧 i に 給 叫した 息 叱が‘ ょ <刊 る おが 卞 る^でを',。 

二 

ユダヤ人は， 现 なの 加工 的巧掩 如何にもらず .た 化り-^ ダヤ 人で をる。 どんな 化 巧に むて 
も， ィー S 才 U ギ—の を 傅は をれ わい。 

前述^、 俾 巧の 巧 傅の ま、 に •いつん ネ 的した 一一 C ' の ものを’ 化 巧に な 招 L てむ る^で あ 
る。 何ら かの 巧 巧を ょろこ ぷホ がめ 化 巧 主り 川 ホを •そして， W 牌げ がと かな ホ 巧‘ 巧 あを 
，モットー とする ホ か 韦莲と 化 化梢亂 S 中な 化が。 この ことは •化ら か •グィ リヵ A ソ聯を 株 

化 一 



つて&るおが巧明してむる。 現お5中巧：5;巧などは. その贿ボをなて. い〜巧に引巧き徊さ 
れてゐ るが である。 

巧：：： 木 も.：：； ぷ 巧ず だ 川 時， がらの 巧キを かさむ た。 巧 ザ 巧 かの 如く，；：：‘ み戰 でのな をは 
ず ホの ユグヤ 財 脚から 川た ので ある。 が •巧ら は 化して お 巧 日 おを じ 巧した ハでは なく. ぉ 
巧 ホの n 本 八 利 W 巧 化を 速® したので ある。 滿洲 おおの 朽巧 ’ U 本が 滿洲 巧け 5 が g - •仏つ 
で， 彼らに 利 川され なんつ た 八は ただし もで あろ。 ぶ も そ ハ 化は’ 午み のぶ 邪が けに 於て. 
ホ 丈 A ダヤ財 W の 巧り 义邪紹 巧 助の 一平に 化つ て 化 巧 さむて むろ。 

日本の 么願 である •化 ホ！^ がを 措 化して わる ハは •誰でもない。 化 化へ るみ 米ソ 喘の；；；： 八 
お 口が 化# をよ 巧 巧 巧して むる ユダヤ の ユダヤぶ おな S だ U 

ナチ ス 巧が 除を が 部け ッル テル. パ ウシ ユ巧 たは 「巧 陪化お 巧み」 端が な 化し 2 ドィッ K 
巧 運動の 抑 哉が 中で、 

「巧 ど 化ての® 逸 巧が はなては ユダヤ人の 手中にん U •獨 巧， い义化 中 巧は；^ 巧の 巧る 巧 神 や 
巧 巧を 通じ •ユダヤ人に 化つ で蒂 され •巧 化せられ •巧くて 拓逸闲 W も その お 節 巧 おぶ 巧を 



なつて お 巧した ので ありま 卞 。一巧は みが ハ 巧 術 •脚， 峡お •ラ デォ 、文 巧 •で沁 巧 巧导 
化て ユダて S 養蔓 けた S でを" ま-^ た。 义 おでが にめ てん ホ， •ダて はを 备の比 
巧に なら 3 お 巧を 獨逸絕 巧を 牌亂 し’ 之に 化 U 巧鴻叫 W から 巧 化した ので あ 〇 まず。 化つ 义 

阳ザ：なく藻さ」とを遂いせをた-^ダてけ摸&與」 • 皆は獨還質遷化の 

をが する 人々 の 化 後に ぶつた^ であ 〇 ます。 1 ダヤ んは獨 逸人に AO 化 もが 巧な 門 山 ホぶ を 
巧ん し •マ 几キ シズ ム やがな^ 跑化 おを がん •巧け 0 む 巧を 放が したので ありまず，」 

とぶ つて’ 5 て ドィッ人が’ 閉 ホ’ を’ 終 巧 案に 2: ダヤ 人ハ赁 じぶつた 

保 刻な がかに 化いて 前つて むる。 

か W は’； £ 枯 のに ユダヤ人を 迎へ たこ* がたいので •たおの"’ 怖 的む 堤は なけむ^ リ 
たが •巧し •叫が 巧 代が 中り iS 削 巧 前 巧け が、 なか 巧は ユグ个 化か 梅 人 八が おむ い イ-ム ろ。 

H 路邮审 も. 视 方に 化つて は’ 1- ダヤ のにぶ でれ つて、 ぶ 米の L . かけ. は. 牌で 中が 巧 
的にり-^を巧け. ？^かわぶにがて’ ユダてむ利なにがて’ ‘诗をおつてゎる。 リ箭化む 
かを 耽は •凡てが 曲 ハ H 本を 惟 迫す る ユダヤ人 のにぶ にを 的して むる" 

化 云 



九 w 

巧 化の 中華が 巧な どは •か s 阿片 视 巧は 米ず つと、 A ダヤ M 閒 のな 物に な 〇 •ユダヤ 思想 
でが 瞄 されて ゐ る。 そ知阳 巧は ドイツの かき 阴 W 巧 神の 闽結 なを 中が にがては ，ドイツ uh - 
でを る。 巧 代の 中華の 巧 巧と いはれ る 孫 逸 仙が •旣 にフリ ー メ ーゾン のがけ る 巧な なの だ々 
ら •化な， 巧 巧， 义化 のみ ホ 曲に •ユダヤ 化 あが 巧 入す る ことは 巧 おで ある。 

ユダヤ人は •一方に がて W 巨大な 資本力を なて 中が を かの おまで な はんとし. 一 A にかて 
は •本來 の ユダヤ 化 巧で ある ホな の ボルシェ ヴ イキぶな を沛 入して むる 5 である。 みい 問の 
を 説を なて’。 シヤを ホ 化した ユダヤ人は. みは 中が を 腿が させる がに 化つ て. がげ ので 和 
を说亂 し， n 水を も ユダヤ 化さぅ として わるの だ。 

ユダヤ人は •いつ t ある 阅 みの 树 W お 神を， ユダヤ 化 おで 化な L ， ボルシェ ヴ イキ 化から 
自 もホ義 化して •巧 神 的に ユダヤの ものと して T ムか •そ S 汽本刊 を W て. 他 巧 中へ ユダ卞 
王树を 化つて 了 ふか •を 八 怖る ぺき 巧虐 化を がつ て， 巧ず や 内 化を お起して. を にんて 
fc ユダヤ 化して 了は ぅとして ゐ るの だ。 

サを乂巧じ米の. 口本の化巧巧は. 化らユダヤのじ謀の^にをつた。 そむは. がホ乂おが 



前後から Q 々做 ぷ 勘の 巧 ぉ •霜 巧の おを’ プこ タリ 了 文化 迷 動の ホみ’ なた 辞 巧 動 
の讯 おぉり， 反‘ t ボ巧课 動の ち 巧， そして 日本 共 巧 巧の 巧大 、を 近の 人 巧戰が おのがれ ホ* が 
かちに 巧 扉つて わる。 

巧 代の 巧 巧の ィンテリ やみみ お 巧 化巧义 化の 閒® に 牌' 化を がつ 巧樹 巧な 把に して. エダ 卞 
違の ど S 分に かか ぶれない をが’ をて ど S あつたで あらぅ。 

か 日に して 脚み てこの 事を 化ム ち驶 巧を 巧 じ 巧ない のが ある。 が も •ユダヤ 化ぜ のは 
f * ょ， 巧 巧の 叫 巧に 浪巧 つて わる。 を， それ どころ か •ユダヤ 化が は W 苗巧强 くな ぶく 
巧闯のみなにおなつてわる。 ホ乂內に、 おホ化巧架やだ日本お种の化がおたといムザは. 
ダヤ慧 流入 Q 1 つ£が 閒 いて & た蓄 ない。 ユダ； 陰ぶ が •常に 世が 祥 ゆる あで 
巧 ホされ る やぅに J ダ ヤ慧の 巧は’ ザ ホの おを いつで を ホ 巧つ て& る。 

只 それを w 巧し、 おがん りは •閣お 巧 神の が‘ 化と お 採 あるの みで ある U この H 本が 利のを 
巧 こを • A ダヤ 思想を 怔 化する 力で わる。 

蔓 



なは •お 聞に がんした ユダヤ 化 巧が 巧枯的 なが ホの 巧 脚を 化す こ i が 川が なんつた t '' ぶふ 
ホは. 化 本 的には U 本が 神 か W ユダヤので 旅ぎ なかつ たか-レで あるが， 1 がには お W い A 人- 
ち 巧の 巧 注が 頗るが 巧ので あつた ことと， 明 ホ 靴が W ホ^ 化 ホ 八が かか • A グヤ 化ぶ の-り 山 
民 ホよ 巧を 取 人 わかなを 进 U •々本 ホ お* 化に 動いて 來 わに t 拘ら ず、 おに n 水の わたの だ 
けは ホ、 はな かつた からだみ 化 ふ。 

それ*： 2 巧に， ネ のをな さぬ り 本の 闲 W けが， おが そ阳 そのもの である ユダヤ 化かを •本 
巧に 化にまで こなさな かつた からだと 化ム 。ホに • W 巧が をして 水た だけで ある。 

だが， 彼ら S なな や 立 傅に h せられて •巧 W をして ホた にして け、 かにな けた 化は W 巧 巧 
か 勺た。 たと へば ユグヤ 人の，. U - JK 技 S みの 化が ホ！-? をぶ して ハ 巧 WM 狀に k せら わた t 
どは. みを けて かつた ホ 化で あらぅ。 义 •巧 まれる W 巧 ホぶ におが さ^-.」， - N 山ち ぶ や デ.* 
クラ シ》やボル シ 卫ヴィキを押まされたなどは’ 巧神をけて化つた&いが换だ。ク。 



明 あが 巧は がの 巧 阁の义 化 おは •化 巧に 化つて は •ユダヤ 化が 橋、 化で ある。 

巧巧9本は， 能巧パが夕おのホが化がを^£\し. そ^が巧のドにおみしてむた。 そハ化お 
のな も 知は •フランスの 巧 川 化が •ィギリス のかが ホ お 巧 巧， ドィッの 闷 術中-お， をして キ 
，スト か， マルクス ’ H ンゲ ルス •ク "ポト 中ン’ トルスト ふの 化 想で ろち 

日巧祁 ホは， n 本のた 化を な 速に 池 おさせた が、 そ^え 化 八 化ぶ け 巧-'. なつた も ハは かが 
の 化 巧であつた 0 

た A へば， 文 巧の 力が を规て も， n 本のな 代义 ホの お W は， 3 1 U ッパ ハ" マン チズ ム述 
動の が 巧の F こ， たを クリスず ヤンが ぶ'^ つたこと にがつて •晦 巧を 咱ら さむて わろ。 

巧いて， 内み のぶ k ホ発夕 のな 化卜 したけ 巧 ド-ぶを か 怖 t -—' て ホれ た. り 巧 おぶ も， がぐ が 
明に.<"つてがた。 

而も， この 二つの ホが 化 おは’ 北 叫の W がの 网が お义 ホを 巧. 化させて •阅巧 P ぶ •川 灯 
ホ 或 的怕 向の 义 巧々 化 ましめ た。 

この間に •な 山 巧 牛， が k 巧 次 郎，？ ？ が 泡 化ら ハ n ド ト-ぶ 3 化 が あつたが. 化 W は。 し 

忙 C 



比 A 

ろ •お 巧® ホを を 榜巧卞 る 人の ホホ义 ホに 多 乂な卽 •むを がつ た。 こ^ 去 かに トルスト f 的た 
おを 侍つ， 人が 本能と ザ w のな ぶを あんじ、 \ かの 巧 •むを 地 じて W はれた 幻を をぶな 巧 一が 
は’ 牌が な 激を强 巧して 巧に 人 おの 中 へんつて 巧く かどう わ卜 いん. 械で * 1 ゲヤの U シ了 
をみ のが* の 許に ぶ h つた プ U レヴ リグ 义 巧に-を やかな# まを ぶり， . U 規 ホぶ え舆が •つ 
ひに 巧 あがなと ー アヵグ ニズム にがつた やうに、 ある 巧 代の タザが 動-^ してが りを つげ •佛巧 
め 思 巧の 中に 解 巧して 了つ た。 これから たも. 徐\ された 化かは •をが マル， ス • I I ニン 
の ユダヤ か 巧な おおで あ 0 た。 このぶ ぶに 化つて、 プ U レ タリ'' 文 巧 速 動が •け 仁： y ： 巧ぶ の 
一巧で ある 化 ホ 巧 動にまで 並み. すつかり ユダヤ めをやぶ 巧 じむ 勺た こ- は •み 〇 に ホ 巧の 
ことで ある J 

これは •おかに ユダヤのに 巧の 一つ だ。 

たしかに •日本 持 神の 危 おであつた。 

巧し •一巧 巧 まは 上つ たやう だ。 日本 椅 神は •つ ひに 巧 神 S がぶ に おつた。 

だが. この ユダ卞 巧ぶ は •化 L で 令；？ したので はない。 巧 •牛を がえ • = i を 巧え て* H 丰 



巧 化を おなして わる。 

か 送 日 まお異 は . U 寡 S 宜拽ち 夏 塞 宝 ダ ヤィ 5 と S 霉 S ? 议 

りひろ げられ る こもで あらぅ • 



一 00 

支那の 反 ユダヤ 敎 徒の 動き 


本耶の 一:々 か 化が， ク みのぶ 那ぶ おの 中に がて •如何む る 動きを 示す かと ぶんことは， 化 
らが あろな 叱に 於て. ぉ 化 ホ かの 錯を おつて わろ やぅた ぶ おに 化る だけに， 巧 W の巧乂 脚， む 
巧で なければ ならない。 

アジ7 ^ィスラムか化云憶扣干抵は， -っジアの化んだがががの化く化はれ. 阳がパホ^;_二 
一三な がに-吐'? て •毀醉 む W いろいろな 巧 化の 中を 姐つ て 水た が， ク U にめ ては，.* ユダ ザ 的 
反 キリストが 叫な ことに 於て， か：！： じ も アジ T 人らしい がが AU 仰-'」’ そして & ぶの 巧ぶ を 



待つ た淸 かで をる がが’ 7 ジ； 裝卜を ふ 劈 ハ 皆 器され て ホ わ。 

もは. こ卞 がに アジ 了 お 神の ザ 化 マホ ィットに 依り' んに 化が のみ 反ん よに 巧閲お 
かけ 神の 心が を さ、 げ て. アジ 了知なん-八 アジ •っの お祁 とがが をり つてが た •、けに’ どこ ま 
でも おげ ホに 那 いてむ るん ころがれる。 

我た か邱 け. 裝け繫 "がが けがが りを お？ し ミミ、 マミて 巧は. 了 ジグ 

ホ も嵌时 としてん るむ で. どこか-脈 姐 中る ものが あ 〇 •乂 か邱八 いぶき じ 化つ てょ n が お 
する W がれが がかに 化ぇ る。 

兮 や， かがの 种巧 U 本な が にがつて •がげ ホ か 八は めの 柴视が 削 はれて わるの けに 巧り 
けて S= 沾郎巧 S 巧 巧 •滿钟 と キリストれ 闊のお 動に 迎 つて 反 U 视を戰 ひ， 父り お 化 ホ^が 
の 口 本が の 大勝 利を 化て •巧 維狀 U をが した 谢 S-A むつて ぶ k つ わ 化ら か •今次の 乂祁 1 お 

を 巧して 巧 ぷ巧化 巧 n をモッ u し， が 巧 7 ジア sw 巧卜— ナヵた らんと して 巧 かを 化が 

したと いん ニ ユ—ス は. さすがた 此〇 アジ 了 \ の 化は 巧へ ぬ かかに がへ ぬ ホ 巧で ある。 
おし •アジ 下の！：* お 化 S 邱か が.* くげで た 巧は ■トルコ： ヘル シて 中た ご ンア、 

一 0 .- 



ホな アフ 9 力、 インド. 巧げ， 西北 かよが， キリスト か构の がか-ょ o’ ぶを に解货 され， 化 
间* 巧 化の ザの 本を の 下ジ了 の T ジアが ホれ るので ある。 

、お 巧な ながの W な W の おがと 一- ム はれた のは， wh な 帝 巧で あり* バルヵン 川抽 であつ と 
が •京 かが 氏が めには •歐洲 十 リスト わ 州み アジ 了 化幽 もの 巧 ひであつた。 W4 ••巧 も • 
小 がけ 来 キリスト 巧 巧の が' 迪 A おがに 化つて， がに おがに 向つ たが. 歐 W 乂邸巧 •巧ぶ 
卜凡コ 谋の巧 雄に 化つて， + おやぅ やく ホつた。 

が、 ん ，巧の 巧 おに 巧いて •お々 がれ も腳 、むを がつ のは •たづ. 叫 化ぶ の M が 化の 巧 似め な 助 
き-^- •中央 アジ 了’ ィンド、 アラ ビヤ. 巧 巧の M が 巧の 怯 ホソの 刺き もで ある。 就中’ 阳化 
そが-千 巧の 问お 巧の 動向は •がりに がする。 

w お 巧を 彼が 巧と し’ 义巧 ち t がする 巧 聞は •化に N 巧 化を が •あし， がて 仙 一が と 巧な させ 
巧^を 巧 巧 させて ホた。 卽ち ，インド にがては， 二 値 I 干 巧の ヒンゾ ー れに 巧して レ 千 巧-い 
巧れ 巧が がるので， ヒンツ— か 巧の みを 机ぐな めに • M バ 巧を 利 川して 來た〇 

ァラ ビヤでは •パレスチナと アラブの ユダヤが 化と f スラ ムお 巧との W が 的网巧 こがて • 



ザに パレスチナへ 化モ して • T ヲブ w ホを 化 迫して がて わる。 

なし •巧が な ホ 案の 巧が 徒は， 义 困の おい 化の 巧を ょく 化が いて ゐる ハで’ インドの M 巧 
巧は •巧みに ヒンブ I を 巧と 結んで •技巧 巧 同が 據を おつて ゐる 。アラ/の 利が 巧は •巧 化 
イッヵを ユグャ 巧 化 及び 巧 巧から ザ 誰 せんとして’ ホな を 化して 岡つ てむ るの だ。 惦ら はと 
もに， マホメットと 巧に， ホは 化 方ょり とな じがつ てね ろから ご あ 在。 

一: が 巧は 曲紀が 巧る がく •巧 巧 巧に 惟ぇ て わる S で’ 夕闽 のが. 迫と A ダャ 教徒の おなじ も 
巧らず、 トル r ’ イ ゥン •アフガンの 巧 Ki なり’ エジプト も ィランと みに 胡® に 岡つ 一む 
る。 これらの M お 閣の巧 化が 巧 かずれば •巧 闲卜 はじめ ユダ卞 イズムの 巧々 は. がげ か. bw 
出しを なつて 了ム ので あろ。- 

ソ晚に < ，をが のに 化る と 一二 干 巧の； 一: 巧 巧が 居る と 公は U て わるが. ソ聯は 無 宗巧闲 む 2 
で •不斷 に 巧 化を 加へ， ホ 化 ハ ホが を 加へ てむ る。 

そ t で， 巧 かおは W のが 巧 わ ホに 化つ て •ホ 化の どろ 化に 巧 巧 さ n て わる， ぶが の -H 
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两 である 巧が •サ肺 •ザな •巧 お一卞 巧の！： が 化の おきが 問駐」 をる 巧で ある。 

巧に •がが 二 巧 巧が SM 於 化は ••托 視蹄 脚を ホ カに， 技巧が 巧. 村の お 巧を 巧 M にぶつ てが 
げて來 た.^- こ/'' だけに •その 刺 W には 巧 だ 典 化か* たる も w か ある。 


化 水の 义那 一:々 が 化は •化り 戰 にを 加して 來 た。 

りが 牌 巧 八む には. ザ ' M の 巧： 耐祥 •お聯 E -， 拉 たが 巧 巧と して なられ、 化淸巧 かには’ 端 
がぶ •が 貼が の M 扔 化/阿 W とけんだ」 か 化物と して 巧 雄し •今次 お得には， ぶ お 蹄 削-^' 稱 
ナ るが 巧， か 麻、 巧舶 .が 巧の 巧 一 化の 化けを’ が 政が は谢 巧と なつて 利 W しょぅと I てむ 
た 0 

た W 蝴 脚の 饥圳 には •ホ； 脚が の お ST 化巧途 •その ホ 巧が 巧 あび 校网 K かがで 巧 ゎを 化サた 
巧： g :^， 巧 ホ 巧、 巧 ルが がわる が •巧れ 術は これら W が 化が ホの 巧め， お祕 がを 巧齡 一') 二 
師 巧に •扣 巧が を 巧が 巧 お 帥 おに， おか 芳 はお 編 化 化 帥 おに， おき 英 かお 仲 ホを が 編ぶ 一二 十 



ベ 帥 おにが をて 神悦 ホを：： E つて わる。 

こ 人のぅ ちで、 化 巧 速は、 阁 W 化府 のな 傅に 化ろ と、 おも 班がん 的で. はじん WV の 
巧ぶ がの 下に あつて. 巧 巧な がと ともに，、」 れを 巧が つて 中た ザ 人 〇 をな I て •一 化；；： が 
に， がぃな 巧が 热 おが L むつて ザな 巧 化府ホ 麻を つとめて & たが だとい ふ； 3!^ になつて わろ。 

化 おのが かがは， 歧お义 ぃ 扣む带 を-叫 編が ずると た俾 して わるから、 かして M か 化の 
中から， 一枚 加へ る 巧 かも 知れない ハ だ。 

だが •だが 蹄盟 のを 哨巧 池は’ がか おかが 餘 のぶ として 蹄ソが 巧ぶ を かつた 巧, S •ホ々 と 
して ソ聯の ホ 靴 ルー ト占 化して むる 视狀 で， 巧 W な ィスラム 化 化か， ネが みを みんで ホた 
ッヴ エート が.： 水 お ザと かさら がモ するな どは、 化を 為 へられむ ところで あろ。 

W じ！： か 化で も、 む谁 おは 化 西に 地 おを 持つ てむ る S で •が、 む 巧 就の 巧 も 一時 ザと がすす 
るが がれる かも なれ 3 が， 西化渔 巧の 岡れ 化が、 さぅ 節 巧 じ 巧 か パに 抱み！ まれょ ろとは 化は 
れ ない。 それょり ザろ か 巧の-- ユ ー スの如 < 、反网 K 化の， ぶ 円 的に かいて わる 本い ム A が 
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巧み ある い s に* 巧 立を 円 ざして ねる 化ら もして は， 正しい む 動 だと 化 はれる。 

へ—：：： まで •了 ジアに が ザを 林つ ぶ聪 みは、 巧を 巧 巧 巧の 巧 ホ 利用に 扣 巧した と 云つ てょ く 
政 ホけ 化 巧に ホ > むを 加へ •この 巧が の特 巧な 巧 巧を 巧 巧して 来たので あつた。 こみに ヵィ ゼ 
ルは •このが ホ 巧に 巧 力した 排が あろ。 

だか •网巧 化は •骑问 (が 卵：！； とちつ て 卵に タヴ アンを 巧く 新 お 巧 部に 夕< 化む トル n 人 
巧の 泥视 一と. 公は ず •巧囘 (- ぶが でと いひ •化て 巧 W 政 化して わる；】 とぶ はず， な ユグャ 
巧の 反 キリスト がので をは 巧に セム 肤の 出な の だが’ 卞 つか 〇 アジア 族と なつた もので ホる 
——‘ がが 巧を •む 蛇から 梓つて & るから •アジ 了 •水遽 "•个 かの 巧め なら ぱ 、が 化 マホ ィットと 
M じ お 化と n のの なんに、 かを W つてぶ k る だら ぅか、 アジ 了 魂. <； か W 」.， る 巧の 巧め には. 
巧* 利 川され をい ので ある。 

抑 も， 问* がは，： 火力れ とも 一一ぃ はわ •俾化 S 巧 巧を せず， 唯一無二の アラ— の 神を 巧 仰し 
、む々 淸 巧の 時 巧を をして 修 巧し. な，」 の 精神と 仙 かがの のはめ にがな をなず と共に、 お 巧に 
化 巧が がを 林して わる。 巧 や 化れ 化の 化れ る ものを お 巧に なは ずがが 巧が をけ ム咎 •がる W 



結 S がいを 巧で わるから， が ななこ* で 利用され ない ので あろ c 

而も • W 故的击 巧で あると 问 巧に， か 冶、 巧 化，. 中ち •义化 ii ' にか 茹の ドに みるな 化】 を 
巧で をつ たから •サラ センの 華やかな 文化け けを 现 川し •巧な 义 叫を 巧墙 しわ 如で あつた。 
が’ 巧が に 至り 巧な 文化の なめに そ S 州 化を 巧 はれ， をての ぉ 進 アラ ビヤ 文化は’ つ ひに 白 
人义 化に 巧が されて 了つ たので あろ。 

が •円が 耽 巧の おがの n 本人の ホ 族 利に M 巧され て' ホ 巧な 〇 なを 巧て •が 化した ので あ 
ろ 0 

を 巧の-- ユース に 化る と •一: 民化府 はが かに 阿拍 化を 利 川 せん 本-策し てむ るし •ソ聯 は、 
巧ロエ化の巧めに， 巧口密巧をあとして2:矜化にた巧1^を加 ^ て&る^ いムこ>-だ。 

かぅな つて 米る- VJ ， アジ 了の 巧め の アジ 下を モット It 」 し。 がと して 水た をと 问が 化か' 
巧 アジアの 挂 巧のは めに’ ユダヤ 化か、 ポル シ H ヴ ィキ-辟 米 化が 排 巧に， 巧が に るむ 
は-化ら として 巧 巧の ことで あらぅ。 

- DL 



まが 间お化 《 巧 マジアの M おを としては •を々 のぶが 巧 境 こそは ’ X 巧の が ホの 機 かで な 
ければ ならない の だ。 

を 円ぃ义 那の 巧が 化が， 一を 用が してを 巧 支那 排# のた： S にな 巧と してぶ 上つ た？ 一とは、 化 
らの 運み の 蛮 巧 だとい ム ことが 川來 ょう。 

3 

北を はおの 巧阅 はな* 巧大 され 巧 河 W 化を をのな 下に 旧く ちとな り、 山 ぉ 巧 おには’ 巧. が 
巧 地方み がわ お 措 巧 巧が iH なされた 巧 子 だが. この お 技と 公ん \ は， けて 川 巧 河 巧 巧 力 かで 
甘 滿の拍 おがに 巧して、 あおに L て あ 政 ホ 家とう たはれ たお •市で • M が 邮 でには. 化り ぶけ 
ガつ たか •そ 八り 本のな 於を 識 つて お H みに なつた やう じ 記 巧して & る。 

支が 西北 部では •古 < から， 战 姓た ぶ采る ザは 巧な M 々が 巧で あつて， W 巧り 巧 ル-い々 お 
ホけ を 川して むる。 和 も •こむらの 將ボ たちは.； 巧は り 本を かとした X でも •いつかは ア 
ジ了巧 巧の 平 かと お ホの 巧め に， お 近に 到つ て 巧 口め になる 倘 向が 化ろ 巧い。 



阿 巧に s 液は いろいろ 夕は をれ てむ るが、 お 本め には だけ 仰の 占ぶ つてん ろ‘， 
巧 その やぅに， 侣の おのん 祁 やおが 化 も 巧に 巧滯 であるが、 しかし. - d がが 巧では 巧く’ 
さ 曲 結 如を 持つ て扣 るので ある。 

そ 1 ま、 巧な】 巧に n 1 ランの 一巧 おの 灭 巧なる をな じ •アラー の 神を'^. 丈那 では 「巧 d 」 
「巧 ザ」 とい ふ’， む 抑し、 アラ ー の 神の 淸 がを るが 化ぶ 天使を 佔じ •巧す 巧を'^ じ •ホ ザを お 
じ •一切を 支配す る アラ ー の灭 なを だ じ •肅 がた る孔 つの 树け を-'. 丈那 ではこ^ 勒 W のこと 

をを、 巧跑巧 巧が、 謂’ 胡 親と つてね る。 卽ち寫 sn 、 牌が •斷 な、 ぶ 巧 巡が 
の 訊で を km s ’ 她が大 " SS を お 木 字る 道？' •个 "'巧 化、 邪 巧な 瑪视 お^ 
キ巧僞 話’ 僞巧不 ホ •を 兹 •蕾、 溝， 巧 巧で をる ぶぶ 舉 ぶぶ 掌奇 ぃ’ 平啡 
にはい つで t 參 加ず る管扭 巧と を 持つ て わる。 けだ、 曲れ 之 巧 W 焉パ でを ぇ 

回 か 徒の 所 訊 「お 巧」 とは 如何なる 邱 巧で わらぅ かと ちんと •ィスラム ホぶな おの 巧め か 

1 0 た 



二 0 

ち T ジア 巧 巧 まを 巧 巧の 島め に •この 運 巧を 化 巧 根 迫す るち 巧 巧と •巧 化い おを ザ かを 脚し 
て化戰 する 巧爭 のこと であつ て •巧て が祖 マホメットが’ を 敵の が 巧 メッヵを 占 仰して イス 
ラム ホ まに 巧る アラ ビヤ 諸 部族の が 一を をさん とのを 望を 抱き •破が のがを 巧いた のにが ま 
〇, このを 巧は，！： がの が 迫む 闽を阅 る ユグヤ お 巧 や キリストれ 巧 や アジア ホる に 反 化する 
ものと •强 ひがけて 水 わので ある。 

口 巧 の 破 ホを お' お W 戰巧に 巧る T ジアの あ垄は 愈* なをつ げた。 をむ は" シア 
が ホら 革み に 巧 巧し 大陡 ホ 化の 巧な を閒始 した ことと， ドイッを 押へ つけた 巧佛 及び 米の ユ 
ダ ヤホ義 巧 ミが、 支那に 巧つ て， そのち まな 巧 本刊を 利用し 巧む 的に 巧 到した からで ある。 

をの 巧 •ドイツは ナナス 巧 神を 1$ てな 巧に 化 典お展 し， イ タリー はフ アツ ショと して， 地 
中 おに 巧を 巧し 遂げた。 

この 閒 •お 皮の 回敎 巧は. アフボ = スタン. インド. まがを ± 、ペルシャ、 ベル ナス タン 
トルキスタン ， a )ヵサス等の问化と巧に中ホアジアのな巧な：1:が述かと蹄がはおつて來た 



が、 化て 故 お 的ではなかつた。 

その 巧を る 巧 かは， とがの 軍 閒に利 W される みかつ たがと • V 蹄 5 张 迫に W ホす 巧 だ 
つたからで をる 0 

けれ 巧， 滿洲 巧が 巧 化し， (がな 巧の 凹 軟化 か 在る も 訊 はれる) 日が 邮で W 來 アジア W 抜む 
巧 绪の强 巧：：： 本 帝 聞が •化が アジアの 赃ホ として お W してが た 强を卜 化る と •ぶ那 SM が 化 
の おきは， 巧る 巧 巧に なつた ので ぁろ。 

やがて •不明なる 白人 倚が の树扔 化のに 化つ て、 ず ホ ザを がか 巧し， ソ聯 及びが 佛 米での 
キリスト 巧 則の 人 悼に？： 卞る惡 巧なる 陰が がを がされ • U 木 おず の 給な 的 述视述 勝と 卜 M が 化 
の 叫 朗化 を 眼のを りな， 而も • H 七巧闷 がか 何に ホげ やかの 打ん アジア だが^ 化 巧 S おがの 
巧 K に械 巧め にを 戰を 化む して & るかの 巧笨 なをを 眺める に 及んで’ 獨 化の が说 はへ， なりと 
が じ. そ" n 的を はて 午；！： の 動-村を 巧す る やぅに なつた ので ぁろ。 

そこへ-：：: 巧が SW 巧は おが 締が さむ， 加 も ドィツに 化つて 滿洲巧 パ ホ 或 さわる や •闲 K 
か 似 八 V がか おのむ A ••个 お & るが 迫に 悄んで わた 巧 化の おがを はつを b ぶなず ことおに • 



】 ー ニ 

顶に從 ホ お 巧む るソ 蹄の お ホな 的 おがに 巧す ぺ< •問 w マホ ィットの 祕 神を そのを、 に、 

共 そし .1 獨な C む 岡を W てぶ k つたので ある。 

を近 支那に がて.- 農は なかつ た W な 化は •某 巧闽 S 裘 やか S めお戰 じがつ て 
マホメットの あ 邮の紀 神を 史ホ したがは’ たいに かぶべき こと だ。 

その 木來の 巧な にめ ざめ’ じで 巧の か 化を 糾 なして. 新しい 接が やが の 巧ん ’ H 滿 となん 
でユグ ャ的阐 民政な のむ 倒に ぷ卜 •つた# は •彼らの 將來 のが かしきが をはつ きりかる ホで を 
る もなず る。 

を ま M お 化の ク 巧の 動向 こそ， 巧け さわる ところで ある。 

つ ひに アジア W 族は アジア W 族で あつた 事を •具 怖のに 卸ら サ てな ひたい もので わる。 
まがの 网* が 化は •巧 H 巧 巧に 動いて こを •その 椅神 がを るので あろ。 化は がぶ ょ b 
である 0 


巧 



教日 長期 お戰の 不可と 極 束の 將來 


日華は， 义 おのかき お 巧 州で なければ ならない 。おつて， n 带 がその がわし きが かを W て 
巧手し， 短が でか 巧 就の 巧 面に 化 つたならば •極 巧ので かは ぶ 旭に 確 化される のみなら 中， 
中華は 化 おの お 披の曲 ホぶ ホ 桐ょ 〇 をを にお はれ， お 化の ホでの 化の W たるの. 和： zv. 獲が し 
巧る ので ある 0 

今やが 等の 洩 巧なる 中 准は •歐ホ 化が ホ 化. 林 巧の ホが の 中に 帖 々として わろ。 硬 じ •かか 
石は、 自らの 化 ホの か 化なる 掩 誰のを にして’ つ ひに 供米 ユダヤ W 脚 じ 肥 巧を 巧 ゎ •ソ 时卽 

一' 一二 



ち n ミン テ ルンに w 俊-^ 衆の 化 化を 巧り ’ w 化の 餘り自 阅本來 の 仰がと’ 中が w おの おげ 的 
巧 神 t おが せんとして むる。 

かくて •がて 戰は卡 して 巧む 巧 U 视を •円らの 巧が ょ 〇 がに 贼 はざる を 巧なくなる A 山-‘ に 
化賠 をな おせる t 闲 的を 巧に 巧みを やつさざる をの なくなり， 化 帥孫义 が， お 曲の 巧め 巧み 
に 巧 W したる ソ がは 巧を‘ 自らの 裳 巧を 舶る 巧め 白 巧の ホ 化と 巧 化の お 化の 巧め に 概迎せ ざ 
るた かざる やぅを お 組な か 態を；^ して-- •つた 2 である。 

化を •自らの 巧ぶ にあらざる 视 ホを おを する ほど 巧な ことは ない。 凡そ， 盼化 のない 戰を 
巧む お 巧は ない。 

がしが 介 おは •その 思 ホを 化て したので あろ。. 怖 も， がな のか やを 把亂 して 了つ わいで あ 
ろ 0 

その 昭 W は •みお 泮のパ 子で を OV ら .歐 米に みを 巧る おか i な 〇、 な 餘のだ 無摩乂 ホを 
ホみ に ホら 甘 > 巧 きが 巧 W 神を 赤む 巧 巧 ホ 寿の » 巧に 化して 了つ たこ もに W がする。 

がの 巧 命め ザ 化であつた， かの 巧ぶ ザ 化の 巧 •化の W 巧に 巧 化する 化かの 死なの スィッチ 



を祖 つてを 文は. 中 冀巧谋 であつ た。 义* この SK むに’ 火が 地を したのは •ぶ 
巧で ホつた。 

クロに して かへ-は' この 時旣 に、 がか お 著は 巧ん さむて.— つたで あつた。 巧が》 

巧-たむ 府榮 zi が？ ルみ はつひ ミ悲蓉 蓋な 哀掌基 W で」 かを ミ 0 だ】 

ぶ 違へ たる 化 ホぶ は* 闊 さがり， 尚 劣まで 倘 けを 巧に 怖るべき 巧げ だ。 

透の 巧-^ ち 巧の 發 速に 化つ て 巧 聞 ホぶ にぶ 裝 さ" た 列强は •それ 円らの ホ 巧を'^ ホに 
i すろ f •，•の 4 ぷこ 化つ て 解 巧し ょぅとし てんる。 をの ホなる ものは 英門 であろ， 

ソ聯 i > 卜 がの K 化に 朵じ •おくょり お 巧みを 巧 寒し •機な あるな に、 をの ト ー チヵ 师線 
を 内な に忡 なし’ 闽接时 の 叢を 巧つ て榮 。こツ 蹄に 化つ ては、 网巧 政府の 斤 ホは、 
中 お Q 化 ホ 化と •おがの が棄口 本の M がの 絶が のがみ である 0 

がかな’ 塞拷廷 S を. 弦是 S 管 か を S ,". S 籌闽书 ぶと 

ホ issw 巧に •巧 A と 大ホホ 巧を 化 巧に 巧 W して 了つた 0 
-而 も’ そ 占が つて •せめてみ S ホを でを た ふ ホに 《、がつ て 化の 近 圳闲ピ .かたを 



ホに 昭 人れ •円ら s 巧な をが いたのみ ならず 格 かの 卜 かに 火き を お 里を 漲らせた 八で を.？。 

n 本は 出發 が-切から 耻 化でぁつて， その 巧め にこを 却つて 獨 お岐を ぶげ てがた を 
るか ’ H 本の •おが かかの 乂现 おに 巧し. なが 協 如すべき 中苹 なる にも 拘ら中 •が' S' 解なる 
化：：： に 化つて 搞キを 巧み •な々 H 木を 视 ぶに 的 人れ、 お 化か 平 S がが を， む も化棠 なろ 巧， 
一時のに もせょ 挫延 された ことは、 棘 介 パ S 大きな 郎设 を耶 地で ぁる。 

义 ホの 親 萬を お 切る おこ そ’ 白ら の那 つたる 义 にお 人る がきで あらぅ。 

しかし •梅 巧は 今からで も站 いとは いはめ。 

おがの ホ かを 嚴 がが 化せん みする 大人 U 木は •本來 の 日め が 就の 巧め ならば， 一 巧 S だな 
を 海が すろ 化の 大巧は いつでも 持つ てむ るので ぁる。 

- J 

巧 かちの が 口は. 歐 ホに 巧す る 化かの みがを お 〇 あして &るゥ ち， いつの W に 如が 叱には 
まり 込んだ もの 去ななければ ならない。 



歐ホ w ユダヤ 的 パト。 ン におず るみ おりと しての 排日は •そのみ 坡〇 のな しさに 仏つて、 
网 おゎな 制し. 巧 刺された る 尚 熱な 的な 火の 化 あに 化つ て， おはず 化 U にまで 進んで T 
つたので みろ。 

今み 3 -个 がなる 丈邢巧 培は •が 介が をは じめ • W ホソ聯 化が おが 人の がきた る 抓の 岡が の 
巧な のが 化で ある。 

披 ホを 巧义に 巧して •が 政' 阳 がの ぶ 的と いはれ ろ おのが 介 石の ことで あるから •闽 のの 化 
が .w はおが' ボ 備^ 牌 段の 4 てを 地 じて ’ U 小に 化せざる がは. いくら 化 ひ k つたと こ. む 
で* 巧* みかの 吿 でぁる。 

をれ をを 知し なから， がかみ 將か .もが •かて U 本と 化 巧 せざる をけ なかつ たと ころに. 化 
の、 む 巧 部の 稱八 巧辑が ぁり 述 なの 悲 脚が ぁる。 

そこで 本 常に 站は をくても い、 稱 、木 巧に 巧ん 帯で もなかつ た 巧を、 賊 はざる を 巧な 如つ 
たを のが ひかに’ 化ての がに 於いて 他人が みぷス まかせの お餅 化戰 の巧邱 のな 蜡 となる ので 


巧の 所が お 巧れ 锁 たるも^ は’ 化か s 中 おの 化 化 • w 化 おが， を 一 南 化が 化を 等のを がめ 
かお S 滿 W の 如き もので、 而もを のがが は， 巧 おのか 平を 接 巧に お 化する ものに ホなら むの 
でを る。 

が 介-もは， おの お观 をを 操す ろ ことに 化つ て •巧が のれ H を 婉乂她 化し •をの 下も^ が k 
る 如を 利 川して nd に 反 巧して & る 巧㈱ をが 的し， 夕柿ネ 化な 化 化を お 巧し ょぅとむ 脚す る 
と；！： がに •そ SSS を 2 S を：」 ’ W サ H 望 闽 S かた 化つ 了’ •り」 s 利に 砂 
切を なげぅと なんで & る。 

尙 乙れ を. 醉爭 中、 む^みに 化ても •化の おが 化 牌の がぶ は. た ご U 本單 巧に f がょり.^ < 刀 
巧 出 米ざる ザを お W する のみで あ/ )0 

巧 化の 戰 ホは’ 巧装智 を W がと，： r 蹟義 u を.*; し. 贊親 が教を 血と して 
人的 動的 G 大巧 S : 卜 じ：" はる、 尖 銳科ホ 牌で あろ 

だから •中 おの 巧 化 ハ 如く •ホ祐 遠 的’ 牛 お 巧の •留 差附 巧の お 侃阐夕 では’ 奇が 
がなら 寮で 克 £2耗 保 的監夏 下 K を ’ S が SS 眼 S れ K 化つ W 動 さ. 夕地か 巾 



s むを 庞下 にあり， 加と 阐 巧の 化 巧 おだしく 、そのを 巧が 帥の すが 一な k に， ボ備か 巧代驶 
をのが 件を 完備して & をい 罔 案では， が 局 邸へ ば邮ム ほど 巧 巧を 多く する S みで ある。 

巧ら く 巧 かお も おを してむ わで あらう か < ，あの 巧 おなる が 巧 抑 描では •网 運を 巧け て^ 
巧 巧は W ホを い。 巧に •抗巧 ニヶ 巧に して お 巧 的 桃 巧を A しわと いけむ て わるでは むい か- 

か 何に まがが ー アマが うまくと も •痒が り だけの 强 がりを とつて わても， 棋 本のが か 幻^ 化 
巧は* 如何に 巧 おさう もしても がされない 。疾うにが おの お 化 化に おはれ， 戰 地の 牌 巧の 小 
サ にか « に訴 へられて わる。 

巧 代の 巧# 巧脯 のを 機能を ホげ， 巧 哲的抗 U 巧を 邸 ふけめ には， 化 づ邸ホ 巧が， 树巧 ホぶ 
がを 達して わを ければ をら をい。 

がるに •中を には， お ホ 載に おも 巧 巫な 巧 H 莱が巧 どない。 巧エ 束の ない 闽 ぶが 戰审 をず 
るを どと いふ 事は， おを そのもの である。 

己の あたりに も •中 牽エ まの 半 おがけ を黎 巧して わろ。 

中華 にがては， 巧な の ft がの むく， が 巧 巧 •我 単、 ボ 拒， 大砲 等は 巧 論の こと、 その他 化 



化の が熙巧 类炼巧 巧は •か闽 から 牌 入して むる。 ow に t •おおが が あるには あるが •り 本 
を か キに戰 ふなめ には’ なむに 巧が である。 

これを 闊巧お 巧方而 から 视 ろと •中 率 S が巧狀 態が •トラスト、 ヵルテル 等の 來發 速の な 
め & W 3 お W が 制が 不可能た ところへ’ 半 お化けと ザ 化が 地 性の 巧め 大エ ホが みない h に 各 
巧： 丄 巧の 職け の 制 化が W おなる のみならず， 當来 のが 制が 不可能で 而も 义述不 が 本-米て わる 
わ •レ •巧 化關化 おがは 巧 ど 巧ぶな い。 それに 巧が のに 列 强巧凹 ホ 蔑の 义祀が 牌、 む 的に 做いて 
ゐ るので •例 防 おがの が 制は このが だけで も 巧ぶ たむ 化 腊だ〇 
かく 巧^の がが 巧 • U つ戰時 エホが 削 U がが 巧 能のと ころへ， n 本 游ボの おお お 級， エ柔 
中. む 地 巧の 巧 化の 火む# が 深刻に 加つ てが てむ るので 中 も おも 出ない がで ある 0 
化跑で •じ を 巧ず 「お 巧 化：：：，- となつ を も S である。 

こ^お 期 巧 嫂の 巧 化は •巧 刊ホ货 ，が おな 化な お ホ 巧、 巧ん 化乂 の^の， さわがれ •邸は 
化 巧まで 试 いて t びく 本-も一 ない ぞ •とい ム ものでは なく、 堪 だむ 許な き， が おの 速 贴り巧 
せな ので ある C 



ゲリラ 巧 術を どと いふと 天 巧れ をる 巧 巧の 如く 聞え るが •巧 巧は •このす ち々 なろ .いがみ 
がを 巧 W し、 神化 巧みのう ちに n 本のが 巧す るのを 巧た うとい ム ものである リ 
且臾 •中？ ホ S を 化つ て’ 中華に 深い 利 街 削がを 特 つす W を 中を. 蘇 そっ 化を 
ホ 巧に か 乂さサ 化を がに 日本と 巧巧卞 るソ倘 のな 化を：：： おに 向けさず W くが らうん，- してむ 
るので ある。 

このが 琪戰 術な が 巧 法は •を 巧ぶ 闊八 それぞれの 利 巧 じ わて 脚 じ 巧 〇 •兮や 乂闽を 中心に 

巧を 一-；- 突 闽 重：：： み sn を 巧 S 装と な 〇’ ソ授巧 かなる 中 葬 ミ 化 堂な 

り， 戰備の 巧な め 巧 助 i なり， 米 阿の 小滿 なり， 巧が パ か 5 お 米 巧 州の ず ャ—ナ 9 ズムの 
朽 ザなる が 巧な 傅と なつて おはれた。 

化む 巧 H がな々 中華 巧 化の 化み は’ か 巧 も！！ 巧され るで あらう し •夕 .ソぷ の W 巧 か 何に 
巧つ ては， おぶ の蒂 おもな 化される 0 

それは 巧て •中を の お 脚 化 巧は， その 出を にがて， 巧 ホの 化 おを が W し， 卵で ホ 俯 八す お 
を •なつて その おを 巧 W して ゐる • 



なる にも みらず、 中 まが， この 巧 術を 巧る やうを 巧が あるなら ぱ •戰化 at のが 汹を 巧く 
ものである。 

必ずや 中带は •タツの おム つげに 陷 〇、 おが 的 蚊 ホのに 叫が 站巧 となる でを らう。 耐 して 
この W 齒を 中む に •が： なの 平 抓は ぶの くの みならず， 化 巧を 牌 曲に さらす がかき 诊 がをおむ 
する であらう。 

巧 こ、 に 及んで は •がか おの 耶 巧は. 中を の 賊 じに^らず 地 巧を 化に ホめ る ものと なは な 
け かば をらない 0 

ミ 

中華の 巧 日を W 巧戰 は、 がかが の 己む をかざる 魄ホ であらう。 

ガ が， その 强巧 こそ、 が 介. もは 円 己の 巧みの ぶ づれに 中が そのものを も引这 むので ある。 
巧ら は、 中華み 心からを る規 萬を ミみ， 曲 脚な 如して 株 化 S か. 个の永 速を 期 甘ん とする 者 
であるが かに’ おか 石の この 亡 おか 巧 術に 給 巧な 巧す る ものである。 



を ホの 巧 おにが ける 中華の 敗北は、 巧 巧が 證 明して 餘〇 をる。 

しかし •その お 巧に 明 楠なる 化 化を かりながら •がをまで 戰 はんとず る 巧 かがの 巧 おはれ 
巧な。 がかくなる も •まは 桃は ずして 山むべき 巧での 巧め， 巧ぶ を ホげ ての 火が 件を 川し， 

0 ひには 中が をして お 巧 的が、 む阅の 巧を とし • W がの 平 かを ホれ 巧 W ハが 細 •ユダャ 八むな 
に ホかず も C であろ 0 

乂を の闷 中華は •お 藻 化し、 巧 道 巧し く， か ザ^ツみ 斷 へたる か 八屉か 巧い。 化 ホの 锐巧 
の 乎に 巧した ろ 巧の 述な やなるべき ものいみ がかる。 

巧して がら ば、 な 期 化 日中に •中带 に 如何な ろ ザ 態が 扭 らんと 卞 るか。 

な ホ 巧 闊ホぷ は 向 己の 巧ち に昭 し， H 木义 がち 表な らんん' 誤認し， をれ AM 時に アジアに 
ホれ たるが ザ 態に がて g をつ む 〇 そ S ホ闊 ちがの ホ府の 解消に けなの なり •中を を 化が 大巧 
のが 义 のをと 化す かも か いぬ。 

• 少く とも. 英米が の 中 巧に がける 裙 なが、 中が の 巧ぶ を 化ん くす るまでに が 化される がは 
を 《にがしと しない 0 



■二 巧 

巧， ソ がは-中 苹の 政治が 巧 文化のを 面に ホつ て お出し •中 巧を 共 巧ホ苑 地' 化 化すで あら 
ろ 0 

わくて 留 のモ かは、 巧 端に 巧亂 される。 

この 柿るべき 事態は •化して 假巧 でも 巧 化の 幻 巧で もな く’ 中 ザの 巧 許に をく < とおが 
つて わる 巧 刻なる 現* である。 

巧ら は •このな 透し の 下に， 化 巧して 中 ホ ホ ホに 夕吿卞 る。 

巧 おし’ 中ず の 巧 來卜- 化は ず •じ W 的 お 期が 戰に向 ひ’ な* 中孽を ユダャの がな と 化 I ’ 
ホ 化の 奥 A なさん とするなら ぱ’化 等は 化を 立つ て， 中華の 北 巧の 巧 M につと めょ と。 巧ら 
ざれ ぱ •巧 足の 中華は 永遠に 諸义に W ら すらん と。 

そのぶ は 唯一を わるの みガ。 

卽ち •速 刻 抗日の なおを 挣# し， 化に 親 巧の ホを を 仲つ、 ある 日 木の て かにな かし， お 口 
中華を 巧 巧 道ょ 〇 おひ， 極來 でかの 得め ぶ 止る ことで わる。 

これ こそ， 巧の 日 まの 地 巧 七の お 命を のでを る。 



ま 巧の 塞 都が 曰 策を々 ぐる 國駭 秘密 力 


北ぶ の 巧 人 拙に， 巧 日 巧 か-術 W 法が 巧 かとして 巧は らぅと してむ るが’ 化 n 去师八 巧が お 
巧は 述邱述 巧の おボ のを々 たる 巧ぶ にが 巧 されん とし •不 ず 柏 W のな •つ ひに ホ 巧 化む ぶ 
巧へ 炬 なして .J つた 0 

化けが かがの 化 死の 宜份に 化 こと •このが 巧を 巧 恥 〇 は •巧 化の U 動 ださぅ でぁるが •将 
かおの 冷 ホを なて 卞 るみ， を かから 化 耽の 巧 巧を おめ てわたる が 如くで 义 •そ^ 巧 巧の な 法 
の隨 巧は •モスクヮ か" ン ドンまで 巧 巧ず る 巧 化 もちやん と础 つて わるの かも みれ ない ので 
. 二 一れ 



二 一々 

* る • 

冗が ま 巧 人には， 巧る 自 おむ が おい おを に 事大 主 まを が夕 い。 お 介 おは， 何も彼も 巧 出の 
巧の ゼ とち ムぞ しい 自巧 むで 化 巧 的 面モを ヵモフ ラ— ジユし •英ッ の 袖に 化つ たので あろ。 
S 松は •これ こを 巧た のけ 動 だつ たので あらぅ。 

巧 日 ま 巧の* おの 昭 因と 目すべき ものに、々 巧 四 0 の 巧 巧ょ、 お牲 巧が ハ 巧 面が ある。 
その 巧 一は •音ム 迄 もな く， R 木な 軍の めと 里 おとを 超 巧しての お 甸的股 利と これに 化ん 
巧が 的阳 巧で ある。 をの 二は* ぶ 巧が あかの がと 倚 巧し わ 巧 巧 聯盟と 九 ヶ闲好 謀の 口木が 迫 
の お 刀の お 巧で をる。 阁巧 蹄盟あ 化ヶ阅 みぶ には、 化み 大賊を 跨 謀す る ユダヤを なと， 丈邢 
とな 刻な 關 巧に 化つ ユダヤん 代 おが か， が 八 お出 化し わに みらず， 也 巧 日本に 巧し 何が も爲 
し 巧な わつ わ。 をの 効 巧は •おがめに， H 巧が W 共な たを コンク リ—卜 したおに なつて 了つ 
た 0 

巧 S は •夕 巧の おか 株丈投 のをみ な 巧な の紀 巧で を 〇 •叫は， コミンテルン 去 M 巧の ソ腳 
- のま 巧 ホ 化の プランに 化る お 期れ 助の みが 化の 括 A である。 



ま 孤の せ 的の 化 日 作 載は， おし 化 賊の巧 合は、 陕西四 w へ进 込み、 お 巧 ゲリラを がけて 牌 
日本 ボ をが 巧のに 巧 n させょぅ とを ふ もので あつた。 これは •中 巧 お ホ {みが， 丈那 の 半 村な 
的 半が お 化の ザ 巧から 來る巧 巧 ま 板の 非 近代 tt のを 透し から 巧 出した 策で あつて •そのぶ に 
巧 巧 政府の 共を 化と いム 陰謀の 度して ある もの だ。 

ゼが •がな ホの パト n ンの ユダヤ 巧は， をに 反 巧して •その 荣 を， k 海 巧 巧のを® 中 •む 化 
巧た お 巧に お化し， お 河 右岸の 炼で 日本 ボと化 戰サょ •主 一 •みん やぅに 巧 巧 させた。 この 化け 
は、 巧 巧の 財政 巧 問の リ—ス •"ス が’ 丈 巧の が 制 かを をした 巧つ けた ものである。 

けれ 共； が 介が の自 軍の 乃の 過信と， ち 巧の 誤 巧に 巧つ て， 成 河の 化 邮化も 化む に 巧 はれ 
上 お 巧 州な におち •南け ルタ 備お も述 化を 巧した ので •巧 巧 巧の ゾランの 如く •西が 巧 地へ 泌 
巧の 己 わなき にがつた S である。 

がし •瞄 迄が か ホを がら 甘ん もして わる 笑阅は •みな ホの 化 做に 叔 もれ 地 W 巧 所に して • 
旦つ •巧 子な 沿‘：： i: の 利 ホを 巧た させる にお もれが なの 所を 選び，. 泌がサ しめたので わる。 こ 
の 巧 », 巧 口 •を 州、 そして 巧が こそは、 巧 H おが 粗に も、 乂 ，ぞ灼 の 一 柏 支む 席」 にも. 



巧ガがなのちい巧で， 巧巧か巧巧巧の；|5^巧をのでゎる0 

支那は •抗日 K 化つ て 亡 ぷと云 5 は • WS 支 Q 平窝堯 s ? し S た焰 であるが 
それに もみら ホ’ ま 帝は 奎的抗 口の 中へ 巧れ て 了つ ちを ち 亡 問 的す 巧は がいが/、， 
やまがは •大きを ホ 巧の 巧で 巧いて ゐる〇 

现 下の 支が は、 おに 化 H 一ら にを 0込 めら れて わるが •それは-; つの ネ两 L た ホ 巧に 内つ 
でゐ る。 その つは 巧 阳の尻 抑し に 化る もので あつて •巧 n ; が おりの 中、 むに •お ホの 巧 A * 
t おびつ け •この 焦 おのち 巧の 中で 巧み ボ 脚， が 側み 力 •化 あ W 飾を 一が 巧を にが かし， お 
ミの 累を 期さろ 丰る ものち 他の I ぶは、 中阅共 ホち 人嶺 なをが 谢 i し’ コ ミン 
テ ルンの 指を た 巧 巧みに し •が 日 巧 おの 巧裝巧 谢み畏 巧を 焦 Attu の 中で そのな 巧 没 的， な 
巧 化 的 巧 お# 巧に 诗 みさ サ’ 支那を ホた 動 麻を ゥ丰る もの だ：. 

この 二つの ホ 向の 巧を る ィデ ォ aT が、 抗日 長 巧 邸の 中に あを ひ •蒋介 巧ち， 止 V ぉ 
させて* るの だ， こんな ネ 巧が 义 と 巧ら ぅか。 

ザ R 術 家を 口て 薑 する 巧 か 石は •辜で 勢ち 卜； ホ蒂罢 尚と 霎 し、 かを ホ耐 巧* 



方面に 巧 用し •左手で 共を* の 巧々 を 日 木に 巧 杭 させょぅ として & るの だ。 さすが 手 巧のぅ 
* い坊 巧で あるり 

乍が •この 乎な の 巧は •只の 種で な < ，おが 巧は 巧の かで •これを 巧が た 中‘ むにち 巧して 
なると， 巧 都 自らが， 下な 師 巧が •兩手 曲を を 白禍 赤禍の おにを かわた ボに をろ。 

巧 巧は 消極の 作碟 だが-おがを 颗吿 したち ソは •それぞれに 巧 巧 的な 陰が を 巧つ て わる。 
巧 中， 巧 化の な プランを 巧して わるのは ソ聯 であつ て， が n はやが てな 巧 ホ W ホを に 巧る も 
ので わつて， 支那は み 巧 化 お 近くへ 难 がず る ホに おつて ソ 聯年來 のが 望の •化が ホ かの おお 
とされて T ム危險 がが る夕 い^で ある。 

危ムき 巧 •化 日 まが 3 巧な：：： おな 巧 口 のけ 降^ か M: 

2 

ま 巧に 何 巧 かの 工作を 化ず 巧は •先づ 化 ホの 特色の 妍究 を、-- るかが が ある。 この 抓ぶ では 
V 蹄が 巧に 大巧 十の 巧に 建して むる。 そこで か來 h つた 八が’ かの n ミンクん ン ルー ト だ。 


この 閒’お まソ聯 大巧 ボゴモ ーー フ か* レ— ピンぶ だと-がに ，巧が 協な の 巧 A モスクワへ 
化 巧け セが •大使 一け を 乘サた 飛い 悅は 、巧 巧から V - 义協 たが {令 巧のを W 巧：； にの ひ > 一吐 
一; t ザに ホを ぶ 巧 巧の S あつた.： なを' 巧び’ こ C 閒张 みなが 間 化來ら A かんで •がかが にが 巧 
化 口肿 を狎 つけた 陕巧巧 S 巧みに 出で. = :舶 巧の 蘭 州， ぶ W •な $腳 ，夕阳 ，を 4 からが 化 
巧に 人つ てが 巧 •迪 化を 爪び， あ れんら W が. んらソ 巧，’ 人つ た^であつた。 

このが 巧な は •トル キス タンから •ぶが ホ 化の がが 袖が 故 巧ハ迪 化へ 出で :祐 巧を 价。 
して 陕巧巧 にん b •巧 化ぶ が ハ コミンテルン •ル ー ト八 {々を 巧ぶ もので •数 迫の トルク シブ 

巧 迫 巧 巧 •巧 政 谢州お •化 州 化 巧綻と 巧に、 巧 U ザ ザ.^ ホ おな もので あ" 00 

中 巧 共 ホを は •一と ー セ ザの 巧 巧々 巧の 巧 •一 應閔巧 化な 巧 巧 北 巧が 都 ルい， ル 化を 中 山し 
す. 化ぶ に 巧 力を 扶巧 せんとし •南支の な 西， 贴 巧化ム に， そむ 中-む 化阳を かつた。 んの谢 
巧. 询州 削の 陆を •お 巧に 化 挫けられた ホ ホは， ホ 巧 •モ 巧が. な 巧 前、 巧祀 •が お •巧 お 
ホら に 化つて おが 巧 •.が 闲 巧- 浙化 巧が， をな 巧 •湖北 巧 •湖 巧 巧へ と 仰び ていつ たの だ。 
ん< てが 化を の コミンテルン •ル ー ト U •バィ カル •了 ム—ル 巧ぶ じ 化 〇 ゴビげ 9 を 唯が レ 



て’ 巧 部な 高？ おて 西部 巧 葛を 通じて、 山 西 省 《阻で が s 卞 るん 0 •ィルク—， 
から 雌 偏に 出で， こ、 を 中、 むに お 美 U、 灭 ホに 速ず る ものみ， W 倫を 中， むにが だを がて 蘭 州 
にを し •西を’ 湾サを 通じて •が 巧 巧 口、 お沙 •ぶ 度. ぶが を 伸が につな ぐ 線が あるち •ム 
はれて ねる" 

皇思進 巧に 化り’ 內 寡’ 天 ホ* 宗 S が 各ら た コミンテルンが、 中 閑が がの 媛 地 

荫 州から 巧ぶ 巧 地 •巧 巧が ホが へ 巧び る ルー ト を’ な々 が 化せん と％ 九す る ザは が 條に旋 り 

を 令 

この n ミン テ こ 卜 ち涩挪 地な とがび 合は してが ると •ッ喘 及 中閑蕉 なの 訂 
巧 •を 面め 望 ホ 化 ホが 窥稍來 るので をろ 图援府 は. が円戰 庭の 結果な 化 雄 f 化 
をし. 巧 度を 巧が に’ ホロ’ お沙 をは 府掛 側の々 が 地と おめ わ。 化の アミ— パ 的が 都 巧ぶ は 
ち 困の 利 ホ 流 蓮の 巧が から 化た プランで あらぅ が、 この 分が せる 平 おこ そは •英 战の" ボッ 
•^脖 かお 巧 巧產巧 如 あわ お 持 ホで 文 プラスち 巧のを を、 か* にお 規 する もので わる。 

プ樹 C かつては •ぶが の 化 巧は •巧つ て ホ 化の ホず ザき 惟み であつ て •このが 捕の お期ゲ 



1 ラが n 牌 こそ •化 支 おみな ぶ 巧の 無 巧を s 現ずる むでの が 巧で あると 巧に • n ミン テル 
ン •ル— 卜を甫 ぶ 中た よがに 化設 する 無二の ナ ヤンスな の だ 0 
巧に， U ぃ くもが 巧’ 于ん 化ら の 旣ソ巧 人は 巧 口に 逃 出し •巧 ホ お’ ホ！！ ホ •王进 時 •ホ 白 

巧ら S 人 お 耽な 很の なが 部 n が •巧 東を その お 日ぶ 巧 木が もな す 巧く •巧 池に 巧 機 中む ので 
わる ° 

支耶は •コミンテルンに 巧ら れ 、おお すれば すろ 巧， n ミン テ ルン 巧 巧は. 巧 かの 化の 化 
< おりが される のでを る。 

3 

畜は •現下の 利囊 をに 奴* として ゐろ尙 •巧 5 グ卞 厳は’ 支那む 費 十 年計畫 

を おて •巧 か 前から 巧み 的に 乘 川して わる。 

巧 曲は •が樓 ホゥでは •巧る 狡 巧を おであるから， お 政 巧が 巧り なければ 来 文を 巧 ひ • 
ホが 谢 おりが 巧かなければ •白 巧が をを W する。 若し •む 巧が でも， 巧 巧め 巧 日 かに すげ な 



けれ ぱ •か 円 ボの化 化が ゼ らうと， 時には 共 ホ 巧と も 化んで •自阁 にがが なのかが を 陆化ホ 
ん とする に 相を ない。 

を 巧 巧 介ち の 大量 的を 化と 巧 巧す 人 お i をが て かつた 巧幽 は， 俄にが 円 化 巧を 峽 化して ホ 
わと ぶ はれる が、 たと へ 化を は 軟化した やうに 旺サて も’ 利が が 錐は お 巧に ル ホを いので あ 
る- 

ろ を かど ころ 如’ 化 巧 巧と M じく’ ぶ邢 S を 如何に からず* 涩都 S おかち 賣を 
州て 巧モサ しむる ずは 义を 巧る ょりも 巧 かで わらう。 

巧 朗の利 ホ 巧进ル ー ト は， 巧 あから 巧 化 笛が で 巧 ホに お 〇 •こ、 から ホ 巧 巧が で お ホを 址 
じ 巧 n へ 延ヴて わる。 父， 上 ホ 附近には， 巧 あ， 抱 化が •焰 化の みがを 推 化し •尙 ，支那の 
度や让 削に がな 一 ご ニト恨 巧の 船 W を 巧 地 させ’ ぃお 馆 のが おま萊 をけ つて わる。 

义 .巧 曲は， 她甸巧 道を’ を 巧 •巧 州’ 湖ポ 、让两 、浙 なのみ 巧を 巧く 大巧ぶ 妈 がに そで 
巧を させょうと つて わる。 

この 巧ぶ を 巧 < 乂纪近 こそ. ち W の 巧 f が ナぢの 大巧、 むを お W ずる もので あつて •々なめ 



あが グ巧 巧み r お沙 S ぉ爵 •はお 的： 崇的霎 さ 志 ひさす と、^ 聞 i ぶが 
I をき 巧 刻 さが 的 かされ、 巧た 耽 懷襄で 得を いもの かをるの であろ 

寮 巧 がの 呀があ ミ にも拘らず. こ、 にはを 通と— を， ? 卜 .なろ 
巧,^ 一.^ グ^ rg を サミり つたのは’ ながの 養に がする 防侧 からで も ホる i ， ぶ 

自グ若 々急 去' 堂が がに 畫— がち 物静 つて & る？ ある。 

巧 巧^^ f を？ 養 £ lif 護」' - f か 巧 ’ W 

巧々 が^を い。 を ， f S に 五 降を S おを どは、 英闽の 巧 ま 襄のお 蓋が なお’ 

が.^ 靈 f K . 、 i 某 f . i — ひを TI" で 

A て 弦と 肖腑 だけで ま」 るょ ぶに 道は をい ち。 て— せ 
はス ー^^^ そご 受 糞？ まく か 日ぶ を 芒 S レた 巧 

反..、 •。ブ 畜力 おの お 巧が 手 挽を 試みる と共に’ 既に 巧" おか 封で 中 
だ 日 ボィコット も 出 巧に— 争 巧 蔓 |拾巧を 巧した もの だ。 を 巧孽 



巧つ て •この g がで、 ーホ忙 がしく & るのは •香 ホと 度 荣ガ〇 

香 ホと 度 東と あび、 かち 巧巧黨 と、 巧齒 とが， 巧 日 巧を 供る ホは •支 ザ そのもの のかく ホ 
盾のを で わると 同時に， お 巧の 極 お 侵 ホの 糊み が， しみ t と 巧 おされる ので ホろ。 

、む わる 支 巧 巧 ホは •巧 巧を ち 中に ホる かく 「♦巧 一を が A ホ 推の ホ 宙の巧 わ」 巧 あから 巧 
甘 巧に 巧つ て 故 おされる 白を 巧 ホに 留お をし をければ ならを い U 

—La 

巧が 束* は •ホが 時代の 己 田の がした 所で、 今日では ご 巧と 稱 され、 巧 巧は み 子な と* 巧 
なに 牛を 化に み 出し •人口 三 ートお 萬を# する 巧で 化 七 流の 乂だ巧 潘ガ〇 

自な 的に 一二 で 則 天地を 巧して ねを に’ 巧が を 畦の 化が を •亮 には 島中 化 
が话じ •ホロよ おとは 神 川の 便と •が 在路が ある。 目- 卜 巧が 巧 口を つを ぐ錢 ぶが， 英闲み 本 
でず、 わられて ゐ る。 コ ミンナ ルン •ル J 卜 は， 西 ホから も 湖 巧から も 巧 ぴて& る。 

が 日 支那 及 巧 田に ホつ ての 宙慶 の* 巧 性は，* 子な 七 ホの 化々 集が 媒 である おと， ぶ 化へ 


. ご I ホ 
通じて & る 巧を と •ず s 上の お 巧を 貧す ザと にある。 巧に •巧 巧 湖北 湖 巧の 巧が は w リラ 戰 
ホ おで ホる。 

浸は •を 巧 蹇 S 霎 地で’ 水性 SS 獲 葛を 谁で等 アン チモ--— を ど ST : おも 

わる お： 丄 のか だ。 人口 拓 お* を 巧し 巧 口を 通じて をん にか 巧な ながむ はれて & る。. 小 ザり 
には、 ル おの 守り あり •河川が 路の 々通が 巧 まし， さナ がが 巧 巧の 巧ので 案 巧 時化から K が 
の ぁつた 苗ガ けに、 巧 巧には 巧 巧を 话 らしが かに も 巧 强か镜 がを ミ 
だ 日 ホが が •を ホ镑に 依る 巧 あからの ボ 事を 巧を 巧み* この 夕闻利 ホ^が 椎巧 にな ザして 
る ホは’：：： に 見える やぅ だ。 あ •巧 巧を みつた 英 聞は， このち 沙と巧 口と に 仏つ て n 聞 
のな 巧を より 巧く 成严 返さぅ として わたの だ。 

_ コミンテルンは’ 旣 sns ， 南 リ 長 2 ル— 卜を がちて わ 美で ある。 

I # 口ち か 山’ ホ 仙’ 及？ 共に ま 研で S I つで’ 水賠 達の 耍望あ ると 芭’商 

巧と 婪裘 SH 盡 と」’： sh : 農蔓 占憲 と」 了 巧 群 招 Q わる 姑ち 

化 巧は’ S お M ホ こは な 塞 巧 S 院 £ ミ。 人 n は 巧を サ巧セ 八 i ある 



巧 二の 七 お だ。 

巧 口は •巧 文の 第一 ぞな W が 义 巧の あつた 鹿で わ 〇 •义 ，中 巧 反 巧 あ ストラィキ 巧 巧 
ホ 主義 巧 七 •巧が と 巧に 大きを 巧 おを をげ て わる 處ガ 。が 中 •乂 拒个 叫が の 巧 ー ホ 巧 ロザけ 
をは じめ •な夕 反 n の 速 巧の 激しい ホ だ。 

巧 巧は •巧 口に •平が •々巧の 巧 化を おがし •操 江 巧 水に •〇闽 な 机を け r へて， n 乂な 
が 巧を 巧つ て わる。 拐 子な 沿 巧の 巧が は •を 部 こ、 にがつて 作 bw なさむ るか •へ， 巧は ょり 
ホく 巧 巧 巧 巧が 巧が に 巧が し • ^ 巧の なと いはれ る 中， 巧、 巧 巧の々 おが 巧 泌に巧 W される 
と 巧に •巧 口 巧 巧が •がれた 数 巧を 稱 ひつ、 述ぴ 込まれる ザで あらぅ b 

け 七は， 逃 滞 化 おを めぐる •巧闊 ユダヤ 削の がちと コミンテルンの 巧间の 一が を 巧いた K 
けで あろが’ 义阅 にが 〇 つを. お 仰 化 ns # を 抱いて 巧 化 巧 郁を 化 巧した おか. わは じ A 巧 日 
ま那 こそ 巧ソの わなに 巧り， 巧が のに 化 ホのに 化が 的に •巧 ± にまでな ひ ホ さむる 化 化卜化 
るので ホる 0 

巧 巧は • 带£; おなる 支那 WK じ 巧 おの 同化を 巧せ る i 巧に •巧た を耶 fc * た 巧は ホな 
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> グャに « らんと する 化 H 左が のが やか & るを 巧 か 黄が t 致です るネ である。 
ま 巧よ •坦 ホの 地 W を 巧して はならない。 
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化 巧 じ 分布す る ユダヤ 旌の網 細胞は 支那 ホ變 をち 機 ご. 
て その後に 殘想 さる、 日英 •日ソ 闽巧關 なの 緊迫 李 態 
飽く なき 蠢動を 墳 けて ゐ る！ 


ィギリス ホの ユダャ 財 脚が •化 巧 肉 支 邪の 肘 脚 をまが して ゐろ ザ r - 
白日が はさめない •化戰 を 誌め る 巧が 長期が 戰卜ま 前す るの U 咐巧 。ユ 
ダ ャが祕 んでゐ るのと フ アツ シズ.！ に 巧 化 ナろソ 喘 ポル シ五ヴ t 乂ムっ 
ユダャ 度が 化り なき ホキを 巧べ で ft るからで ある レ こ 0 息よ こ 巧 ご ュダ 
ャ を硏究 する ことは 駐巧態 制 下の 巧が 田 W の裝巧 巧で あらわ ぱ ならぬ。 
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